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広報せたな　平成31年4月号表紙◎３/１５ 北檜山中学校卒業式の様子表紙◎３/１５　北檜山中学校卒業式の様子　※※詳しくは広報見聞録をご覧ください詳しくは広報見聞録をご覧ください　

それ行け！協力隊！、Topics、暮らしの情報 ほそれ行け！協力隊！、Topics、暮らしの情報　ほかか

保健師からの健康アドバイ保健師からの健康アドバイスス

最後にがん検診を受けたのはいつですか最後にがん検診を受けたのはいつですか？？

固定資産の評価額の縦覧につい固定資産の評価額の縦覧についてて

平成30年度 せたな町教育・文化・スポーツ表彰平成30年度  せたな町教育・文化・スポーツ表彰式式

主な公共施設のゴールデンウィーク期間業務のお知ら主な公共施設のゴールデンウィーク期間業務のお知らせせ

叙勲受章者のご紹叙勲受章者のご紹介介

2019年4月から予約バスの本格運行が始まりま2019年4月から予約バスの本格運行が始まりますす

せたな町デマンドバス「北檜山太櫓線」「瀬棚須築線せたな町デマンドバス「北檜山太櫓線」「瀬棚須築線」」
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広報せたな　平成31年4月号

平成30年度  せたな町教育・文化・スポーツ表彰式

17人が受賞

文化奨励賞 　　　　　　　　　　　　　　　　　  

酸寺分　梨花 さん（久遠小学校５年）
　ＪＦ北漁連主催 第59回全道海の子絵画展
　「北海道教育委員会教育長賞」受賞

スポーツ賞 　　　　　　　　　　　　　　　　  

酸大津　綾也 さん（北檜山中学校３年）
　「第７回１４Ｕ関東オープンＫＢ野球大会in南足柄～金太郎杯～」へ
　北海道選抜として全国大会出場、全国優勝

酸吉野　龍生 さん（北檜山中学校３年）
　「第７回１４Ｕ関東オープンＫＢ野球大会in南足柄～金太郎杯～」へ
　北海道選抜として全国大会出場、全国優勝

酸安藤　勇翔 さん（北檜山中学校３年）
　「第７回１４Ｕ関東オープンＫＢ野球大会in南足柄～金太郎杯～」へ
　北海道選抜として全国大会出場、全国優勝

酸小山　綸斗 さん（北檜山中学校３年）
　「第７回１４Ｕ関東オープンＫＢ野球大会in南足柄～金太郎杯～」へ
　北海道選抜として全国大会出場、全国優勝

酸三上　翔音 さん（北檜山中学校３年）
　「第７回１４Ｕ関東オープンＫＢ野球大会in南足柄～金太郎杯～」へ
　北海道選抜として全国大会出場、全国優勝

酸山下　遥音 さん（北檜山中学校３年）
　「第７回１４Ｕ関東オープンＫＢ野球大会in南足柄～金太郎杯～」へ
　北海道選抜として全国大会出場、全国優勝

酸森垣　　集 さん（瀬棚中学校３年）
　「第７回１４Ｕ関東オープンＫＢ野球大会in南足柄～金太郎杯～」へ
　北海道選抜として全国大会出場、全国優勝

酸澤田　侑沙 さん（瀬棚小学校６年）
　「第１０回西日本選抜女子学童野球岡山大会」へ北海道選抜として
　全国大会出場、全国優勝

酸鈴木　心絆 さん（大成中学校1年）
　「第２５回西北海道中学校新人陸上競技大会」共通女子砲丸投げ準優勝

酸松神ほのか さん（久遠小学校５年）
　「第７回東日本都道府県小学生陸上競技大会」５年女子走り幅跳び
　優勝

スポーツ奨励賞 　　　　　　　　　　　　　　　  

酸稲船　琥太 さん（瀬棚小学校６年）
　「第２３回かりゆし交流学童軟式野球大会」へ北海道選抜として
　全国大会出場、ベスト１６

酸藤谷　凜子 さん（大成中学校２年）
　「第２５回北海道中学校陸上競技大会」共通女子砲丸投げ第６位

酸竹内　美結 さん（大成中学校１年）
　「第２５回北海道中学校陸上競技大会」共通走り高跳び第８位

酸西村　楓萊 さん（久遠小学校６年）
　「第７回東日本都道府県小学生陸上競技交流大会」 
　６年女子ジャベボール第５位

酸河田　織玖 さん（北檜山小学校５年）
　 「文部科学大臣杯 第６１回小中学生全国空手選手権」
　団体・個人戦出場

酸河田　瞬汰 さん（北檜山小学校４年）
　 「文部科学大臣杯 第６１回小中学生全国空手選手権」
　団体・個人戦出場

　2月27日（水）ふれあいプラザにおいて「平成30年度 せたな町教育・文化・スポーツ表彰式」が行われました。
　この賞は、当町の教育・文化・スポーツ分野で町民の模範となる活動、成績が優秀な個人・団体に対して贈られ
るもので、今年度は次の17人が受賞されました。
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広報せたな　平成31年4月号

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

2019年４月から予約バスの本格運行が始まります！

せたな町デマンドバス「北檜山太櫓線」「瀬棚須築線」
　「北檜山太櫓線」及び「瀬棚須築線」は、平成３１年４月１日から
予約バスとして運行が始まります。予約バスをご利用される方は
電話等による事前予約が必要となりますので、ご注意くださいま
すようお願いします。

＜試験運行のおもな内容＞
　■運 行 日　　平成３１年４月１日から

　■運行区域　北檜山太櫓線（新成地区、太櫓地区、共和地区、兜野地区）

　　　　　　　瀬棚須築線　（北島歌地区、島歌地区、元浦地区、三本杉地区）

　■運行形態　　ご利用方法が以下のようになりますのでご留意願います。

　　●どなたでもご利用できますが、電話等での予約が必要となります。

　　●予約がない場合、バスは運行しませんのでご注意願います。

　　●予約の状況に応じて、基本的には自宅から目的地、目的地から自宅まで

　　　送迎いたします。

　　●予約人数が少ない場合は、ハイヤー車両となる場合があります。

　　●ご利用される場合は、以下の乗車料金がかかります。

　＜乗車料金＞　乗車１回（片道）２００円（小学生未満は無料）

　＜予約先＞　東ハイヤー　 察 ８４－５４１１
　　　　　　　前日夕方５時までか、希望する便の１時間前までに
　　　　　　　予約してください
　　　　　　　（朝１便は前日の夕方までに予約願います）

　　※いずれの予約バスも詳細については別途配布しておりますチラシにてご確認をいただくか、

　　　東ハイヤーまたは下記お問合せ先まで、ご連絡をお願いいたします。

問い合わせ先
まちづくり推進課 殺0137－８４－５１１１
瀬棚総合支所庶務係 殺0137－８７－３３１１

年数回アンケートを実施し、郵送又はインターネットを利用して回答していただきます。
また、地域における珍しい情報など、随時ご意見を募集します。

陰モニターの
職務 

・町政一般について関心を寄せる町民で、募集年度の４月１日現在１８歳以上の方
・人数は各年齢階層別に、北檜山区18人、瀬棚区12人、大成区12人の計42程度とし、町民から募集
・地域、年齢、性別など全体のバランスを考慮しながら、応募者の中から選任
・せたな町役場職員、町議会議員など公選による職にある者、教育委員会、選挙管理委員会、
　監査委員会、農業委員会の委員、前者と、世帯を同じくする者、同一世帯内に既にまちづくり
　モニターがいる方は、まちづくりモニターになることができません。

隠人数・選任

・任期は１年とし、委嘱した日から翌年の３月３１日までとします。
・特別の事由（町外に転出、職務の遂行に支障等）等がある場合は、その日までとします。

韻任期 

2019年４月１日（月）～2019年５月３１日（金）※決定は委嘱状の発送をもって連絡します吋募集期間

まちづくり推進課 広報統計係　まちづくりモニター担当まで電話でお申し込みください。
撮0137-84-5111

右お申し込み
方法

・アンケートへの回答に対し、回答１回につき５００円のせたな町商品券等で、当該年度の最終
　アンケート調査後にお渡しします。

宇謝礼

せたな町まちづくりモニターを募集します

問 い 合 わ せ 先 本庁まちづくり推進課広報統計係 撮0137-84-5111

※ 詳細は、下記の問い合わせ先までお気軽にお問い合わせください。

　せたな町では、町民参加の協働のまちづくりを目指し、町民の皆様が何を望み、何を期待しているのかを的確に
把握し町政に反映するため、まちづくりモニターを募集します。
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お問い合せ先
本 庁 保健福祉課社会福祉係　殺0137-84-5111
瀬棚総合支所 福祉係 殺0137-87-3311
大成総合支所 福祉係 殺01398-4-5511

　社会福祉関係団体の福祉バス・ふれあいバスの使用回数が変更に
なりました。
　その他の団体は変更ありません。
　町民の皆さんにご利用いただいている福祉バス・ふれあいバスの
使用について、改めてお知らせいたします。
　詳しくは、各区担当までお気軽にお問い合わせください。

福祉バス・ふれあいバスの使用について

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

使用回数使用できる内容団体名

制限なし
ただし、年１回
１泊２日の使用
を認める

○教養研修・健康・レクリエー
　ション等に関するもの

○地域福祉活動の推進に関
　するもの

○その他福祉の向上に関す
　るもの

・社会福祉協議会
・社会福祉委員協議会
・更生保護団体
・障がい者団体
・母子(父子)会
・遺族会
・老人クラブ
・ボランティアセンター
　に登録している団体

社
会
福
祉
関
係
団
体

各団体：年１回

少年団
年１回～年５回
ただし、年１回
１泊２日の使用
を認める

○研修・学習に関するもの

○他市町村との交流、大会
　に参加するもの
　ただし、国及び地方公共
　団体が主催(共催)又は、後
　援し、あるいは団体の広
　域組織(連合会等)主催する
　ものに限る

○社会福祉に関する奉仕活
　動を主としたもの

・町内会(女性会、子ども

　会含む)

・少年スポーツ団体

・文化協会加盟団体

・体育協会加盟団体

そ
の
他
の
団
体

2週間以上前に行程
表等を添付のうえ、
申請書を提出する

使用の方法

１０人以上利用人数

原則日帰り使用日数

１日９時間以内運行時間

１日５００km以内走行距離

○右表のとおり
　ただし、地域福祉
　活動やボランティ
　ア活動は制限なし

○連合会等は、活動
　実態に応じて別
　に認める

使用回数・

内容

（有料広告）

子ども相談支援センター相談窓口のお知らせ
　いじめや不登校、体罰などの学校教育に関する悩み、
子育て・しつけなど家庭教育に関する悩みなど相談し
てください。
　●電話相談    0120‐3882‐56（無料、毎日24時間対応）
　●来所相談
　　子ども相談支援センター
　　札幌市中央区北3条西7丁目道庁別館８階
　　開所時間／10時～16時
　　※土日・祝日、年末年始はお休みです
　　※右の電話相談で予約してください

　●メール相談
　　doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp
　　※急ぎの場合は電話相談をご利用ください

※センターのWebページに、「子ども相
談支援センターへの相談事例」を掲載
しています。次のURLからご覧ください

  URL：http://www.dokyoi.pref.hokkaido.
　　　  lg.jp/hk/ssa/soudanjirei.pdf センターＷｅｂページ
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特別児童扶養手当
※平成３１年4月から支給額が変更になります

児童扶養手当
※平成３１年4月から支給額が変更になります

知的障がいまたは身体障がいの状態（政令で定め
る程度以上）などにある20歳未満の児童につい
て、児童の福祉の増進を図ることを目的として
支給される手当です。

父母の離婚などにより、父又は母と生計を同じ
くしていない児童を養育しているひとり親家庭
等の生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増
進を図ることを目的として支給される手当です。

内 容

障がい児の父もしくは母が障がい児を監護する
とき、又は父母以外の者が障がい児を養育する
ときに、支給されます。

ただし、児童福祉施設等に入所している児童、障
がいを理由として公的年金を受給できるときは、
対象となりません。

※障がい児童が20歳に達する日の属する月末まで支給

●父又は母と生計を同じくしていない児童を監
護する父親や母親
【例】離婚をして児童を養育しているひとり親

●父と生計を同じくせずかつ母が監護しない児
童を監護する養育者
【例】両親が死別して児童を養育する祖父母の方、未婚の母など

※児童が18歳に達する日の属する年度まで支給

支 給 対 象

児童１人当たり「52,200円」（1級）
または「34,７７0円」（２級）

※障がいの程度により異なります
※受給者の前年の所得により停止の場合もあります

●児童１人の場合
　・全額支給 ………… 42,９１０円
　・一部支給 ………… 42,９００円～10,１２０円

●児童２人以上の加算額
　・２人目 …………… 10,１40円
　・３人目以降 ……… 6,0８0円

※受給者の前年の所得により減額又は停止の場合もあります

支 給 額
（月額）

原則毎年4月・8月・１１月にそれぞれの前月分まで
が支払われます

4月（12～3月分）、8月（4～7月）、1１月（８～１０
月分）、1月から支払月（奇数月）の前月までにそ
れぞれの前月分までの2か月分が支払われます。

支 払 時 期

支給を受けようとする方は、役場に申請書類を
提出し、北海道から受給資格と手当額の認定を
受けます。

支給を受けようとする方は、役場に申請書類を
提出し、北海道から受給資格と手当額の認定を
受けます。

受給するには

保健福祉課 障がい福祉係　殺0137-84-5111

瀬棚総合支所 福祉係　　　殺0137-87-3311

大成総合支所 福祉係　　　殺01398-4-5511

町民児童課 児童福祉係　殺0137-84-5111

瀬棚総合支所 福祉係　　殺0137-87-3311

大成総合支所 福祉係　　殺01398-4-5511

問い合わせ先

繋児童扶養手当の申請をした後、状況が変わった場合は
14日以内に届出が必要です。資格がなくなった時な
どは、届出が遅れると過払い分の手当を返還していた
だくこともありますので、必ずご連絡ください。

※例えば…●養育している児童の人数が変わったとき 
　　　　　●住所、氏名、支払金融機関が変わったとき 
　　　　　●婚姻（事実婚を含む）などで資格がなく
　　　　　　なったときなど

罫これまで、公的年金（遺族年金・障害年金等）を受給する
方は児童扶養手当を受給できませんでしたが、平成26年12
月以降は、年金額が児童扶養手当より低い方は、その差額
分の児童扶養手当を受給できるようになりました。

※例えば…●父子家庭で、お子さんが定額の遺族厚生年金の
　みを受給している場合

　　　　　●母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが
　定額の遺族年金のみを受給している場合など

広告を掲載しませんか？
広報誌・ホームページに

広報誌（１回）　　　　　　　　
陰  3,500円（縦4.6尺×横  8.8尺）
隠  7,000円（縦4.6尺×横17.6尺）
韻  7,000円（縦9.9尺×横  8.8尺）
吋14,000円（縦9.9尺×横17.6尺）

ホームページ（バナー広告）　　
１か月 10,000円（動画は不可）
（縦60ピクセル×横150ピクセル）
画像はGIF形式、容量は4KB以内

　申し込みお問い合わせ先　まちづくり推進課 広報統計係　殺0137－84－5111

ご存知ですか？

「児童扶養手当」・「特別児童扶養手当」制度
ご不明な点がありましたら、お気軽にお問い合わせくださいご不明な点がありましたら、お気軽にお問い合わせください。。
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　３月・４月は就職や退職・進学などにより移動が多くなる時期です。移動があった場合、国民健康
保険の加入・脱退の申請が必要となりますので忘れずにお手続きをお願いします。

・国民健康保険に加入する場合
　　離職票や退職証明書など今まで加入していた健康保険をやめた
　ことがわかる書類をお持ちください。

・国民健康保険を脱退する場合
　　新たに加入した健康保険証と国民健康保険証をお持ちください。

・進学により住所を町外へ移す場合
　　在学証明書や学生証など学生であることの証明書等と国民健康
　保険証をお持ち下さい。

※お手続きの理由により他に書類が必要となることがありますので、
　ご不明な点などございましたら担当までお問い合わせください。

国民健康保険の移動手続きのお願い

問 い 合 わ せ 先

せたな町町民児童課国保医療係 撮0137-84-5111
瀬棚総合支所住民係 撮0137-87-3311
大成総合支所住民係 撮01398-4-5511

問 い 合 わ せ 先

せたな町税務課 撮0137-84-5111
瀬棚総合支所 �撮0137-87-3311
大成総合支所 撮01398-4-5511

固定資産税の基礎となる、土地や家屋の評価額を、次の期間に無料で縦覧することができます。

期 間  4月1日（月）～5月31日（金）（土・日曜日、祝日は除きます。）

時 間  ８時３０分～17時１５分

場 所  ・本庁税務課 ・瀬棚総合支所 ・大成総合支所

縦覧できる人 町内に資産を持つ納税義務者、またはその代理人

縦覧できる内容 土地及び家屋の所在、地番、地目、評価額など

　　　　　　　 ※所有者の住所・氏名は書いてありません。

【縦覧に際してのお願い】　
　本人確認ができるもの（運転免許証など）をご用意ください。

　代理人の場合は、必ず委任状が必要です。

自分が持っている固定資産の評価額が確認できます

家家家家家家家家家家家屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋ををををををををををを取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりり壊壊壊壊壊壊壊壊壊壊壊しししししししししししたたたたたたたたたたたととととととととととときききききききききききははははははははははは届届届届届届届届届届届けけけけけけけけけけけ出出出出出出出出出出出ががががががががががが必必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要要ででででででででででですすすすすすすすすすす
酸住宅や車庫、倉庫などの家屋の全部または一部を取り壊したときは、税務課へ届け出が必要です
固定資産税は、毎年１月１日現在の所有者に課税されます。届け出がないと「取り壊したのに課税される」と
いうことがありますので、印鑑と取り壊したことが分かる書類などを持って税務課へ届け出てください。
（届出書は税務課にあります。）

酸住宅を取り壊した場合、土地に対する固定資産税の額が変わる場合があります。
住宅が建っている土地（住宅用地）は「住宅用地に対する課税標準の特例」が適用され、固定資産税が減額
されています。そのため、住宅を取り壊すと、その特例の適用が外れることになります。
くわしくは、本庁税務課、瀬棚総合支所、大成総合支所へお問い合わせください。

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠
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新
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
改
革
プ
ラ
ン

実
施
状
況
に
関
す
る
評
価
の
公
表

せたな町立国保病せたな町立国保病院院

姿
は
じ
め
に

　
新
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
改

革
プ
ラ
ン
は
、
平
成
　
年
３
月

２７

に
総
務
省
が
策
定
し
た
「
新
公
立

病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
踏

ま
え
、
せ
た
な
町
立
国
保
病
院

の
経
営
改
革
に
向
け
た
計
画
と

し
て
、
平
成
　
年
３
月
に
策
定

２９

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
実
施
状
況

を
年
１
回
以
上
点
検
及
び
評
価

を
行
い
、
広
報
等
を
通
じ
住
民

に
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

評
価
内
容
に
つ
い
て
は
、
せ
た

な
町
医
療
等
対
策
審
議
会
に
諮

問
し
、
評
価
の
客
観
性
を
確
保

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
本
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
は
平

成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま

２９

３２

で
の
４
年
間
で
あ
り
、
初
年
度

で
あ
る
平
成
　
年
度
の
実
施
状

２９

況
並
び
に
評
価
項
目
に
つ
い
て
、

平
成
　
年
　
月
３
日
説
明
を
受

３０

１０

け
、
内
容
の
審
議
を
行
い
、
平
成

　
年
１
月
　
日
に
本
審
議
会
と

３１

２２

し
て
の
評
価
の
取
り
ま
と
め
を

行
っ
た
。　

　
評
価
に
つ
い
て
は
、
本
プ
ラ

ン
の
趣
旨
で
も
あ
る
「
地
域
医
療

構
想
を
踏
ま
え
た
役
割
の
明
確

化
」「
経
営
の
効
率
化
」「
再
編
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
取
り
組
み
」

「
経
営
形
態
の
見
直
し
」
の
４
つ

の
項
目
に
加
え
、
今
後
の
医
療

体
制
を
構
築
す
る
う
え
で
も
っ

と
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
「
病
院

の
建
て
替
え
」
に
つ
い
て
取
り
ま

と
め
を
行
っ
た
。

　
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

ス
タ
ッ
フ
確
保
の
課
題
や
、
公

立
病
院
に
対
す
る
交
付
税
の
見

直
し
等
、
厳
し
い
病
院
経
営
が

続
く
中
、
平
成
　
年
度
に
経
営

２９

戦
力
室
が
設
置
さ
れ
経
営
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
う
か
が
わ
れ

る
が
、
目
標
未
達
成
の
項
目
に

つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度
ま
で

３２

の
計
画
期
間
に
お
い
て
目
標
が

達
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

１
 地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え

た
役
割
の
明
確
化
に
つ
い
て

　
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
は
、

大
成
診
療
所
・
瀬
棚
診
療
所
と
と

も
に
町
民
に
身
近
で
信
頼
さ
れ

る
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
し
て
の

機
能
を
発
揮
し
な
が
ら
、
一
次

医
療
を
基
本
と
し
、
町
民
の
生

命
と
健
康
を
守
る
医
療
機
関
と

し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
北
海
道
地
域
医
療
構
想
に

お
い
て
、
病
床
数
や
病
床
機
能

の
見
直
し
が
図
ら
れ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
中
、
当
病
院
に
お

い
て
も
病
床
数
や
病
床
機
能
の

見
直
し
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
す
る
が
、
ま
ず
は
平

成
　
年
度
中
に
、
療
養
病
棟
を

２９
一
般
病
棟
に
包
含
し
、
入
院
病

棟
　
床
の
１
病
棟
化
と
す
る
こ

６０
と
が
進
め
ら
れ
た
。
計
画
で
は

平
成
　
年
度
か
ら
を
目
標
と
し

３０

て
い
て
、
６
ヵ
月
前
倒
し
実
施

さ
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

　
た
だ
し
、
療
養
病
床
機
能
を

持
つ
町
内
民
間
病
院
と
こ
れ
ま

で
以
上
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
に
お
い
て
切
れ
目
な
く
必

要
な
医
療
が
提
供
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

　
高
齢
化
が
顕
著
に
進
ん
で
い

る
当
町
に
お
い
て
、
住
み
慣
れ

た
家
庭
や
地
域
で
安
心
し
て
療

養
で
き
る
在
宅
医
療
や
訪
問
介

護
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
は
増
え
て

お
り
、
現
在
行
っ
て
い
る
医
師

に
よ
る
訪
問
診
療
に
加
え
、
看

護
師
ら
が
在
宅
患
者
宅
を
訪
問

し
医
師
の
指
示
に
基
づ
く
処
置

や
リ
ハ
ビ
リ
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
再
開
に
向
け
て
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
に
努
め
早
期
に
再
開
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

　
ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
は
、
ま
ち
づ
く
り
施
策
と

し
て
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
認
識
す
る
が
、
病
院
が
中
核

と
な
り
、
在
宅
医
療
や
終
末
期

医
療
な
ど
在
宅
生
活
者
を
支
え

る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

に
加
え
、
病
院
間
の
連
携
の
み

な
ら
ず
介
護
事
業
所
等
と
の
連

携
を
強
化
す
る
な
ど
、
そ
の
構

築
に
向
け
て
の
尽
力
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。

2
 経
営
の
効
率
化
に
つ
い
て

　
入
院
に
つ
い
て
は
、
看
護
師

等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
不
足
や
病

床
利
用
率
の
低
下
か
ら
、
効
率

化
を
図
る
た
め
１
病
棟
化
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
患
者
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
目
的
に
医
療
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
か
ら
の
情

報
提
供
や
調
査
研
究
に
よ
る
業

務
改
善
が
図
ら
れ
、
看
護
必
要

度
加
算
や
退
院
支
援
加
算
等
の

各
種
加
算
の
確
保
に
努
め
、
前

年
度
よ
り
約
２
７
１
０
万
円
増

せ
た
な
町
医
療
対
策
審
議
会
か
ら

町
で
は
、
平
成

年
３
月
に
「
せ
た
な
町
立
医
療
対
策
プ
ラ
ン
」

　
町
で
は
、
平
成
　
年
３
月
に
「
せ
た
な
町
立
医
療
対
策
プ
ラ
ン
」
をを

２９２９

策
定
し
、
町
民
皆
さ
ま
に
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
さ

策
定
し
、
町
民
皆
さ
ま
に
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
さ
まま

ざ
ま
な
病
院
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

ざ
ま
な
病
院
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。。

計
画
初
年
度
の
平
成

年
実
施
状
況
に
対
す
る
、
せ
た
な
町
医

　
計
画
初
年
度
の
平
成
　
年
実
施
状
況
に
対
す
る
、
せ
た
な
町
医
療療

２９２９

等
対
策
審
議
会
か
ら
の
評
価
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
内
容

等
対
策
審
議
会
か
ら
の
評
価
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
内
容
はは

原
文
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

原
文
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。））
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収
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

　
経
費
削
減
へ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
医
療
材
料
費
の

管
理
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ（
物
流
管
理
シ
ス

テ
ム
）
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
医

療
材
料
費
の
死
蔵
在
庫
や
過
剰

在
庫
の
削
減
が
図
ら
れ
た
こ
と

は
評
価
で
き
る
。

　
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

接
遇
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
職

員
研
修
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
。

　
一
般
会
計
か
ら
病
院
事
業
会

計
へ
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
、

平
成
　
年
度
分
は
国
保
病
院
本

２９

体
の
み
で
約
３
億
２
５
３
０
万

円
で
前
年
度
と
比
較
し
５
２
８

７
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
内
ル
ー
ル
分
と
な
る
交
付

税
は
約
１
億
８
０
７
１
万
円
で

前
年
度
と
比
較
し
５
８
５
万
円

の
減
額
。

　
ル
ー
ル
分
以
外
の
町
持
出
分

は
約
１
億
４
４
５
９
万
円
で
前

年
度
に
比
較
し
４
７
０
２
万
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
減
額

の
要
因
は
内
科
医
師
３
名
の
退

職
に
よ
り
給
与
費
が
減
額
と

な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て

喜
ば
し
い
内
容
と
は
言
え
な
い
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
、
１
床
当

２７

た
り
の
交
付
税
額
算
定
が
許
可

病
床
数
か
ら
稼
働
病
床
数
へ
見

直
さ
れ
、
平
成
　
年
度
か
ら
は

３１

一
般
病
棟
　
床
の
み
の
算
定
と

６０

な
り
、
大
幅
な
交
付
税
額
減
収

が
見
込
ま
れ
る
。

　
ま
た
、
町
一
般
会
計
に
対
す

る
普
通
交
付
税
も
平
成
　
年
度

３３

か
ら
一
本
算
定
と
な
る
こ
と
か

ら
も
、
不
採
算
医
療
を
提
供
す

る
役
割
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

は
必
要
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
繰
入
は
今
後
困
難
と

な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
持
続
可
能
な
経
営
を
確

保
し
て
い
く
た
め
に
も
、
不
断

の
努
力
に
よ
り
一
層
の
経
費
削

減
を
求
め
る
。

３
 再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
４
月
に
、
せ
た
な

１９

町
立
国
保
病
院
、
大
成
診
療
所
、

瀬
棚
診
療
所
、
瀬
棚
歯
科
診
療

所
に
再
編
さ
れ
現
体
制
と
な
り
、

病
院
事
業
の
一
体
的
・
効
率
的
な

運
営
、
住
民
の
一
次
医
療
の
確

保
、
救
急
医
療
の
確
保
が
図
ら

れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
相
互
連
携
に
つ
い

て
は
現
在
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師

の
派
遣
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
が
補
完
し
合

え
る
体
制
や
支
援
体
制
は
十
分

機
能
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い

と
認
識
す
る
。

　
町
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め

に
も
、
互
い
に
必
要
な
支
援
が

で
き
る
体
制
の
構
築
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
厳
し
い

財
政
状
況
な
ど
医
療
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中

に
お
い
て
、
将
来
の
医
療
需
要

に
対
応
し
た
適
切
な
医
療
提
供

体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
も
、

再
編
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検
討
は

必
須
で
あ
り
、
経
営
戦
略
室
に

お
い
て
医
療
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
早
期
に
具
体
化
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
。

４
 経
営
形
態
の
見
直
し
に
つ

い
て

　
せ
た
な
町
立
病
院
の
経
営
形

態
は
現
在
、
公
営
企
業
法
の
一

部
適
用
で
あ
る
。

　
本
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
見
直

し
可
能
な
経
営
形
態
と
し
て
地

方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
を

あ
げ
て
い
る
が
、
一
般
会
計
か

ら
多
く
の
基
準
外
繰
入
を
受
け

て
い
る
状
況
に
あ
り
、
現
在
の

経
営
形
態
を
維
持
す
る
べ
き
と

認
識
す
る
が
、
本
プ
ラ
ン
期
間

中
に
、
経
営
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
す
る
と
し
た
考
え
方

は
妥
当
で
あ
る
。

　
事
業
形
態
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
一
般
病
床
だ
け
で
な
く

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
や
サ
ー
ビ

ス
付
高
齢
者
住
宅
な
ど
へ
の
転

換
も
含
め
て
、
北
海
道
地
域
医

療
構
想
や
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
て
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
病
院
建
て
替
え
と

並
行
し
て
早
期
に
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

５
 病
院
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

　
病
院
は
、
築
　
年
を
経
過
し

４４

老
朽
化
が
著
し
い
状
態
で
あ
り
、

災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
防
災

設
備
の
整
備
、
患
者
の
療
養
環

境
、
職
員
の
労
働
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
に
も
、
建
て
替
え

が
必
要
で
あ
り
、
数
年
以
内
の

実
現
に
向
け
て
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
た
だ
し
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
お
い
て
新
設
・
建
て
替
え
を

行
う
場
合
に
は
、
病
院
の
機
能
・

役
割
分
担
、
統
合
・
再
編
の
あ
り

方
、
病
院
の
適
切
規
模
、
医
師
確

保
の
方
策
、
収
支
見
通
し
等
を

十
分
検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い

る
。
　
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
く
あ

る
が
、
経
営
戦
略
室
を
軸
と
し

て
早
期
に
具
体
化
さ
れ
る
こ
と

を
望
む
。

６
 総
合
的
な
所
見

　
 医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

ス
タ
ッ
フ
確
保
の
課
題
や
、
公

立
病
院
に
対
す
る
交
付
税
の
見

直
し
等
、
厳
し
い
病
院
経
営
が

続
く
中
、
計
画
初
年
度
に
お
い

て
経
営
戦
略
室
が
設
置
さ
れ
、

改
革
に
向
け
て
の
第
一
歩
が
踏

み
出
さ
れ
た
。

　
中
で
も
、
療
養
病
棟
を
一
般

病
棟
に
包
含
し
、
入
院
病
棟
１

病
棟
化
を
取
り
進
め
、
慢
性
的

な
看
護
師
不
足
が
続
く
中
、
効

率
的
な
配
置
に
努
め
、
入
院
収

益
の
増
加
が
図
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
接
遇
委
員
会
を
立
ち
上

げ
職
員
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
は
、
病
院
経
営
の
効

率
化
、
地
域
医
療
連
携
を
通
し

て
２
次
、
３
次
医
療
機
関
と
の

連
携
を
迅
速
に
行
う
た
め
、
電

子
カ
ル
テ
・
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
平
成
　
年
　

３０

１１

月
か
ら
本
格
稼
働
さ
れ
、
患
者

の
待
ち
時
間
短
縮
や
予
約
の
充

実
な
ど
に
期
待
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
新

せ
た
な
町
立
国
保
病
院
改
革
プ

ラ
ン
に
お
い
て
、
経
営
戦
略
室

を
設
置
し
、
着
実
に
改
革
が
進

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
総
じ

て
一
定
の
成
果
は
上
げ
て
い
る

と
評
価
す
る
。

　
今
後
の
改
革
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
病
院
・
診
療
所
間
に

お
い
て
、
情
報
連
携
な
ら
び
に

相
互
支
援
が
で
き
る
体
制
の
確

立
に
努
め
、
職
員
・
職
種
間
で
考

え
の
乖
離
は
な
い
か
、
病
院
内

で
の
十
分
な
論
議
が
展
開
さ
れ

て
い
る
か
、
特
に
医
師
と
の
十

分
な
調
整
が
図
ら
れ
て
い
る
か
、

改
め
て
内
部
で
検
証
し
、
全
職

員
が
共
通
の
認
識
に
た
っ
て
病

院
改
革
に
邁
進
す
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
る
。

姿
最
後
に

　
医
療
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環

境
が
依
然
と
し
て
続
く
中
、
取

り
組
む
べ
き
課
題
は
数
多
く
あ

る
が
、
プ
ラ
ン
の
着
実
な
進
捗

を
推
し
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
一
次
医
療
の
確
保
、
患

者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る

と
と
も
に
、
計
画
期
間
内
に
今

後
の
せ
た
な
町
に
お
け
る
医
療

体
制
の
構
築
な
ら
び
に
病
院
の

安
定
的
な
経
営
基
盤
を
確
立
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。



10
Setana Public Relations

広報せたな　平成31年4月号

【
丹
羽
地
区
】　
　
　
　
　
　
　
　

●
熊
や
鹿
等
の
食
害
対
策
に
つ
い

て
、
今
年
も
熊
の
出
没
情
報
が
多

く
、
農
作
物
へ
の
被
害
が
発
生
し

て
お
り
農
作
業
中
も
熊
へ
の
警
戒

を
す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
町
と
し
て
熊
や
鹿
の
駆
除
を
猟

友
会
と
連
携
を
密
に
し
て
頂
き
た

い
。

回
答
／
水
産
林
務
課

　
こ
こ
数
年
ヒ
グ
マ
・
エ
ゾ
シ
カ

な
ど
の
野
生
鳥
獣
が
、
増
加
の
一

途
に
あ
り
ま
す
。
平
成
　
年
度
の

29

捕
獲
数
は
、
ヒ
グ
マ
　
頭
エ
ゾ
シ

22

カ
1
1
5
頭
で
あ
り
、
平
成
　
年
30

度
の
捕
獲
数
は
、　

月
　
日
現
在

10

27

で
、
ヒ
グ
マ
　
頭
、
エ
ゾ
シ
カ
　

27

23

頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
目
撃
情
報
を
受
け
た

場
合
直
ち
に
ハ
ン
タ
ー
同
伴
の
も

と
現
地
確
認
を
行
な
い
、
必
要
に

応
じ
て
防
災
無
線
で
熊
の
出
没
情

報
を
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
の
対
策

を
取
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
更

に
猟
友
会
・
関
係
機
関
と
連
携
を

密
に
し
駆
除
対
策
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
農
業
者
自
ら
も
電

気
柵
の
設
置
な
ど
で
農
作
物
被
害

を
防
ぐ
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
で
は
ハ
ン
タ
ー
の
育

成
を
目
的
と
し
て
、
新
規
に
狩
猟

免
許
を
取
得
す
る
場
合
に
は
、
補

助
制
度
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業

者
自
ら
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
農

作
物
の
被
害
防
止
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

●
避
難
場
所
の
整
備
に
つ
い
て
、

避
難
場
所
で
あ
る
水
仙
パ
レ
ス

は
、
緊
急
避
難
用
の
食
糧
、
水
、

毛
布
な
ど
の
備
え
が
な
く
不
安
な

の
で
備
蓄
し
て
ほ
し
い
。

　
す
ぐ
に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、

町
と
し
て
ど
の
程
度
対
応
で
き
る

か
明
示
し
て
ほ
し
い
。

回
答
／
総
務
課

　
昨
年
度
か
ら
避
難
時
の
初
期
対

応
用
と
し
て
、
指
定
避
難
所
に
毛

布
と
空
気
枕
を
備
蓄
し
て
い
ま

す
。
備
蓄
数
は
想
定
収
容
人
数
の

　
%
程
度
で
、
丹
羽
活
性
化
セ
ン

30タ
ー
に
は
毛
布
等
を
　
組
備
蓄
し

40

て
お
り
、
現
在
、
食
料
、
水
に
つ

い
て
は
、
必
要
に
応
じ
運
搬
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
備
蓄

場
所
の
確
保
に
つ
い
て
町
内
会
と

協
議
を
し
て
、
今
後
、
備
蓄
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
発
電
機
購
入
の
助
成
に
つ
い
て

こ
の
度
の
長
期
停
電
に
よ
り
、
作

物
の
選
別
（
特
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）

を
選
別
す
る
機
械
が
動
か
せ
な
く

て
困
っ
た
の
で
発
電
機
の
購
入
に

対
し
補
助
（
1
／
2
）
を
実
施
し

て
ほ
し
い
。

回
答
／
農
務
課

　
平
成
　
年
の
台
風
　
号
に
よ

２８

１０

り
、
特
に
酪
農
業
に
大
き
な
被
害

を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
２９

度
に
農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
等
支
援
事

業
に
よ
り
発
電
機
導
入
事
業
を
町

単
独
（
補
助
率
　
１
／
３
以
内
、

１
０
０
万
円
上
限
）
で
実
施
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

に
よ
る
長
期
停
電
を
踏
ま
え
、
現

在
、
各
農
協
に
お
い
て
農
業
者
に

対
し
営
農
用
の
発
電
機
の
要
望
調

査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
国
に
お
い
て
も
、
生

乳
供
給
の
安
定
化
緊
急
支
援
と
し

て
非
常
用
電
源
（
発
電
機
）
の
整

備
に
対
し
て
１
／
２
以
内
を
補
助

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
酪
農
家
の
方
に
つ
い
て
は
、

国
の
事
業
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
酪
農
家
以
外
の
農
業
者
の
方

に
つ
い
て
、
町
と
し
て
は
、
助
成

事
業
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

●
旧
小
倉
山
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド

管
理
に
つ
い
て
、
旧
小
倉
山
小
学

校
の
グ
ラ
ン
ド
横
に
設
置
さ
れ
て

い
る
フ
ェ
ン
ス
及
び
遊
具
を
撤
去

し
て
い
た
だ
き
た
い

回
答
／
建
設
水
道
課

　
現
地
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
で
対
応
す
る
こ
と

で
検
討
し
ま
す
。

【
若
松
地
区
】　
　
　
　
　
　
　
　

●
民
家
横
の
側
溝
の
改
善
に
つ
い

て
、
今
ま
で
数
回
役
場
の
担
当
に

要
望
し
て
い
ま
す
が
、
春
・
秋
に

枯
葉
が
多
く
側
溝
に
た
ま
り
大
雨

な
ど
に
よ
り
水
が
溢
れ
た
り
し
て

い
る
た
め
、
常
に
近
く
に
住
ん
で

い
る
方
が
枯
葉
を
撤
去
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　
是
非
こ
の
機
会
に
側
溝
に
「
グ

レ
ー
チ
ン
グ
」で
蓋
を
つ
け
た
り
、

途
中
で
枯
葉
が
溜
ま
る
よ
う
な
鉄

筋
な
ど
で
枯
葉
を
溜
め
す
く
い
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

回
答
／
建
設
水
道
課
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

【
建
設
水
道
課
】

　
要
望
箇
所
に
つ
い
て
近
隣
住
民

に
現
況
の
聞
取
り
を
し
現
場
を
確

認
し
ま
し
た
。
側
溝
の
流
末
は
国

道
排
水
枡
に
接
続
さ
れ
て
い
る
た

め
、
国
道
維
持
業
者
へ
可
能
な
限

り
の
見
廻
清
掃
を
依
頼
し
ま
し

た
。
上
流
部
分
に
つ
い
て
も
日
常

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
適
宜
清

掃
し
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
】

　
イ
エ
ロ
ー
パ
レ
ス
と
民
家
の
間

の
側
溝
に
つ
い
て
は
、　

月
　
日

10

17

に
現
場
で
町
内
会
長
と
確
認
し
、

３
箇
所
に
枯
葉
が
溜
ま
る
よ
う
な

細
工
を
す
る
こ
と
で
了
解
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

●
若
松
に
あ
る
町
営
住
宅
は
用
途

廃
止
の
予
定
と
伺
っ
て
お
り
ま
す

が
、
町
営
住
宅
の
廃
止
に
伴
う
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
分
か

れ
ば
早
め
に
周
知
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

回
答
／
建
設
水
道
課

　
町
営
住
宅
に
関
す
る
事
業
計
画

に
つ
い
て
は
、
町
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
て
い

ま
す
。
若
松
児
童
館
下
団
地
に
つ

い
て
は
、
昭
和
　
・
　
年
度
に
建

32

34

設
さ
れ
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、

新
規
入
居
者
の
募
集
を
停
止
し
、

平
成
　
年
度
を
目
処
に
解
体
す
る

37

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
租
松
（
み
お
や
の
ま
つ
）
を
支

え
て
い
る
支
柱
に
つ
い
て
、
十
数

年
前
に
台
風
な
ど
で
租
松
が
倒
さ

れ
て
以
来
、
現
在
支
柱
で
支
え
て

い
ま
す
が
、
支
柱
が
相
当
の
年
数

が
た
ち
腐
敗
が
激
し
い
状
況
で

す
。
再
度
倒
れ
な
い
よ
う
に
早
急

の
改
善
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
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回
答
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
５
～
６
年
前
に
町
の
公
園
管
理

の
作
業
員
が
町
有
林
の
間
伐
材
で

施
工
し
た
も
の
で
す
が
、
来
春
、

同
じ
よ
う
に
町
有
林
の
間
伐
材
等

が
出
る
と
思
い
ま
す
の
で
そ
の
材

で
、
前
回
同
様
に
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。　

【
北
檜
山
地
区
】　
　
　
　
　
　
　

●
発
電
機
に
対
す
る
助
成
の
お
願

い
に
つ
い
て
、
今
回
の
大
規
模
停

電
で
電
気
の
重
要
性
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
家
庭
内
で
も
電
気
製

品
（
冷
凍
ス
ト
ッ
カ
ー
、
冷
蔵
庫

な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。
生
活
用
品

（
食
品
な
ど
）を
廃
棄
し
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
発
電
機
が
あ

れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
の
で
是
非

ご
検
討
願
い
た
い
。

回
答
／
総
務
課

　
今
回
の
大
規
模
停
電
で
は
、
町

内
に
お
い
て
も
大
き
な
支
障
を
き

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
程
の
大
規
模

停
電
に
対
し
て
、
町
民
の
皆
様
が

支
障
と
な
ら
な
い
電
源
確
保
も
大

変
困
難
な
こ
と
か
ら
、
北
海
道
電

力
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

二
度
と
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
強
く
要

請
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
民
の
一
部
の
方
に
お
い
て

は
、
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
事
前

に
用
意
し
て
い
た
り
今
回
の
停
電

を
受
け
て
す
で
に
購
入
し
た
方
々

も
い
ま
す
の
で
、
災
害
へ
の
備
え

と
し
て
各
自
で
の
対
応
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
、
兜
野
は

衛
生
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
た
め
、
道

中
に
ゴ
ミ
を
落
と
す
人
が
い
る
こ

と
か
ら
ゴ
ミ
を
落
と
さ
な
い
よ
う

啓
発
活
動
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答
／
町
民
児
童
課

　
個
人
や
事
業
所
が
衛
生
セ
ン

タ
ー
組
合
へ
ゴ
ミ
を
直
接
搬
入
す

る
際
、
荷
台
を
シ
ー
ト
で
被
わ
な

い
た
め
に
ゴ
ミ
の
落
下
や
飛
散

が
、
特
に
兜
野
地
区
で
度
々
発
生

し
て
し
て
い
ま
す
。
気
づ
い
た
沿

道
住
民
の
方
が
、
ゴ
ミ
を
道
路
脇

に
移
動
さ
せ
て
く
れ
て
お
り
日
頃

の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
で
は
、
チ

ラ
シ
に
よ
る
啓
発
の
他
、
計
量
の

際
に
車
の
荷
台
を
確
認
し
、
明
ら

か
に
落
下
防
止
・
飛
散
防
止
の
措

置
を
と
っ
て
い
な
い
者
に
対
し
て

そ
の
場
で
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
と

連
携
し
、
チ
ラ
シ
や
防
災
無
線
な

ど
で
更
な
る
啓
発
を
行
い
ま
す
。

●
堤
防
の
拡
幅
工
事
及
び
舗
装
の

修
繕
に
つ
い
て
、
交
通
量
も
増
え

て
危
険
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
大
型
車
や
特
殊
車
両
も
通

る
こ
と
か
ら
、
道
幅
が
狭
い
と
感

じ
ま
す
。
ま
た
、
大
型
車
の
重
量

に
よ
る
影
響
や
、
冬
季
間
の
凍
結

な
ど
で
舗
装
が
傷
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
修
繕
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答
／
建
設
水
道
課

　
要
望
の
道
路
は
後
志
利
別
川
兜

野
築
堤
を
町
道
利
別
川
南
線
と
し

て
併
用
し
て
い
ま
す
が
、
維
持
管

理
及
び
改
築
等
の
方
法
に
つ
い
て

は
函
館
開
発
建
設
部
と
の
協
定
に

よ
り
定
め
ら
れ
お
り
、
新
設
等
行

う
場
合
は
両
者
の
協
議
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
函
館
開
発
建
設
部
今
金
河
川
事

務
所
と
し
て
は
、
河
川
管
理
上
及

び
堤
防
機
能
上
現
状
の
幅
員
で
十

分
と
判
断
し
て
お
り
、
ま
た
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
せ
た
な
町
と
し

て
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
退
避
場
所

を
利
用
し
な
が
ら
安
全
運
転
を
心

が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
舗
装
の
損
傷
に
つ
い
て
確

認
し
、
特
に
通
行
に
支
障
と
な
る

よ
う
な
箇
所
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
日
常
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
し
適
宜
修
繕
し
ま
す
の

で
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

●
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て
の
お
願

い
に
つ
い
て
、
現
在
は
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
持
っ
て
い
け
ま
す

が
、
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
今
後
の

事
が
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

　
他
の
市
町
村
で
は
、
容
器
に
入

れ
て
家
の
前
に
置
く
と
収
集
し
て

く
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す

が
、
せ
た
な
町
で
も
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

回
答
／
町
民
児
童
課

　
ゴ
ミ
の
収
集
方
法
は
「
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
収
集
」
と
「
戸
別
収
集
」

に
区
別
さ
れ
、
戸
別
収
集
は
、
収

集
業
務
に
多
く
の
時
間
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
町
及
び
衛
生
セ
ン

タ
ー
組
合
で
は
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

収
集
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
や
障
が
い
な
ど
で
、
ゴ
ミ

を
自
力
で
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま

で
持
っ
て
い
く
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
ま
ず
は
親
族
や
ご
近
所
な
ど

身
近
な
人
の
協
力
を
得
て
排
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
、

ま
た
、
今
後
は
町
内
会
な
ど
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
協
力
も
重
要

に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
太
櫓
地
区
】　
　
　
　
　
　
　
　

●
北
檜
山
・
大
成
線
の
新
成
地
区

内
の
改
修
に
つ
い
て
、
昨
年
度
も

状
況
に
つ
い
て
説
明
願
い
ま
し
た

が
、
進
展
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
説

明
願
い
ま
す
。

回
答
／
建
設
水
道
課

　
新
成
地
区
に
つ
い
て
は
現
道

ル
ー
ト
拡
幅
で
計
画
し
て
い
る

旨
、
昨
年
度
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
函
館
建
設

管
理
部
今
金
出
張
所
に
よ
る
と
、

平
成
　
年
度
～
　
年
度
に
お
い
て

29

31

は
測
量
調
査
を
実
施
す
る
と
の
回

答
を
得
て
い
ま
す
。
来
年
度
中
に

は
地
区
町
民
へ
計
画
概
要
を
説
明

し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

●
水
路
の
目
皿
設
置
に
つ
い
て
、

弁
天
岬
付
近
か
ら
は
ま
な
す
荘
ま

で
の
海
側
の
住
宅
地
裏
に
水
路
が

あ
る
が
、
目
皿
が
な
い
た
め
、
水

路
が
押
さ
れ
幅
が
狭
ま
っ
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
通
行
に
も
危
険
を

伴
う
こ
と
か
ら
目
皿
を
設
置
し
て

も
ら
い
た
い
。（
現
在
、
角
材
な

ど
で
補
強
）

※
一
部
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・
は
ま

な
す
荘
裏
及
び
駐
車
場
付
近
は
設

置
済
の
区
間
有
。

回
答
／
建
設
水
道
課

　
昨
年
同
様
の
回
答
と
な
り
ま
す

が
、
要
望
箇
所
に
つ
い
て
は
、
当

海
岸
を
管
理
し
て
い
る
函
館
建
設

管
理
部
今
金
出
張
所
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
予
算
要
望
を
し
て
い
る

と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

●
町
道
の
管
理
に
つ
い
て
、
共
和

地
区
全
域
で
す
が
、
町
道
と
接
す

る
農
道
や
取
り
付
け
道
路
な
ど
の

出
入
り
口
の
舗
装
部
分
か
ら
雨
水

が
畑
に
入
っ
て
き
て
困
っ
て
い
ま

す
。
雨
水
が
入
っ
て
こ
な
い
よ
う

農
道
な
ど
に
入
る
境
目
を
嵩
上
げ

な
ど
し
て
対
策
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

回
答
／
建
設
水
道
課

　
現
地
を
確
認
し
、
路
肩
の
草
を

削
り
側
溝
に
雨
水
が
流
れ
る
よ
う

に
す
る
な
ど
対
策
を
検
討
し
対
応

し
ま
す
。

【
大
成
地
区
】　
　
　
　
　
　
　
　

●
一
時
避
難
場
所
の
設
置
に
つ
い

て
、
太
田
地
区
は
、
南
西
沖
地
震

で
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
地
域
で
地
震
が
発
生
し
た

ら
、
速
や
か
に
高
台
に
避
難
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
畑
の
所
に
プ
レ
ハ
ブ
等
の
建
物

設
置
を
要
望
す
る
。

回
答
／
総
務
課

　
今
年
度
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所

（
土
石
流
）の
基
礎
調
査
が
実
施
さ

れ
、
そ
の
調
査
結
果
の
説
明
会
を

今
年
中
に
開
催
し
た
い
と
の
連
絡

が
渡
島
総
合
振
興
局
函
館
建
設
管

理
部
よ
り
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の
後
に
太
田
地
域
の
住
民
と
再
度

協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

●
空
家
対
策
に
つ
い
て
、
当
町
内

会
に
お
い
て
も
空
き
家
に
な
っ
て

い
る
家
屋
が
点
在
し
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
空
家
対
策
に
つ
い
て
、
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具
体
的
な
施
策
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
示
し
く
だ
さ
い
。

回
答
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
町
で
は
、
適
切
な
管
理
が
行
わ

れ
ず
周
辺
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す

空
き
家
等
の
対
策
と
し
て
、
平
成

　
年
度
よ
り
特
定
空
家
の
解
体
に

２９対
す
る
助
成
（
上
限
　
万
円
）
を

５０

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
空
家
の
有
効
活
用
を
通

し
て
「
貸
し
た
い
・
売
り
た
い
・

借
り
た
い
・
買
い
た
い
」
と
言
っ

た
ニ
ー
ズ
の
相
互
登
録
と
し
て
、

空
家
バ
ン
ク
制
度
を
平
成
　
年
７

２８

月
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
活
用
願
い
ま
す
。

●
排
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
町
道
く
ど
う
の
丘
通
線
道
路

下
か
ら
み
や
こ
の
丘
団
地
つ
つ
じ

棟
横
集
水
桝
間
の
排
水
路
内
よ

り
、
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
状
況

な
の
で
対
策
願
い
た
い
。
ま
た
、

集
水
桝
が
土
砂
や
ゴ
ミ
堆
積
に
よ

り
流
入
構
が
狭
ま
る
の
で
、
対
策

願
い
た
い
。

回
答
／
建
設
水
道
課

　
今
年
、
集
水
枡
の
ゴ
ミ
除
去
は

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
現
地
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
土
砂
等
の
堆
積
に

よ
り
悪
臭
の
発
生
原
因
に
な
る
こ

と
か
ら
、
来
年
度
除
去
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
ま
す
。

●
桜
の
木
の
剪
定
等
整
備
に
つ
い

て
、
旧
久
遠
小
学
校
の
桜
の
木
が

道
路
に
は
み
出
し
、
通
行
人
に
対

し
危
険
が
予
想
さ
れ
る
が
剪
定
等

は
し
な
い
の
か
。
ま
た
、
町
道
く

ど
う
の
丘
通
線
に
植
樹
し
て
い
る

桜
の
木
が
枯
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
た
め
、
補
植
し
な
い
の
か
。

回
答
／
水
産
林
務
課

　
現
地
を
確
認
の
う
え
支
障
の
あ

る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
剪
定
や
補

植
に
つ
い
て
協
議
、
対
応
し
ま

す
。

【
瀬
棚
地
区
】　
　
　
　
　
　
　
　

●
街
路
灯
の
修
繕
、
新
設
に
つ
い

て
、
三
本
杉
ト
ン
ネ
ル
か
ら
来
迎

寺
地
先
ま
で
の
山
側
に
街
路
灯
を

設
置
し
て
ほ
し
い
。
高
齢
者
の
歩

行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。（
ト

ン
ネ
ル
出
口
1
個
修
繕
、
他
新

設
）。

回
答
／
建
設
水
道
課

　
八
雲
道
路
事
務
所
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
基
準
に
そ
っ
て
照
明
を

設
置
し
て
お
り
、
照
明
を
増
設
す

る
計
画
は
な
い
と
の
回
答
を
受
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
防
犯
灯
の
増

設
等
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
防
犯
灯
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
実
施
の
際
に

設
置
場
所
等
に
つ
い
て
ご
検
討
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降

の
新
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
設
置

費
用
の
　
％
を
単
位
町
内
会
に
ご

50

負
担
い
た
だ
く
こ
と
で
、
新
設
で

き
ま
す
の
で
担
当
者
へ
ご
相
談
願

い
ま
す
。

●
空
家
対
策
に
つ
い
て
、
昨
年
、

所
有
者
不
在
で
連
絡
が
取
れ
な
い

危
険
な
建
物
の
対
応
に
つ
い
て

伺
っ
た
と
こ
ろ
『
今
後
、
更
に
広

い
範
囲
で
追
跡
調
査
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。』と
の
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
の
対
応
状
況
を
お
知

ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。。

回
答
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
現
在
、
せ
た
な
町
空
家
等
対
策

計
画
に
基
づ
き
、
政
策
的
に
措
置

を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
全
町
域
に

わ
た
り
同
様
の
案
件
が
あ
り
順
次

対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
瀬
棚
区
本
町
５
区
の
す
で
に
特

定
空
家
等
と
認
定
し
た
建
物
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
よ
り

所
有
歴
等
の
調
査
が
進
ま
ず
、
別

な
方
法
で
の
措
置
の
検
討
が
必
要

な
状
況
と
思
わ
れ
ま
す
。
他
市
町

村
の
対
応
事
例
等
を
研
究
し
財
産

管
理
人
制
度
の
活
用
な
ど
、
空
家

等
対
策
協
議
会
と
今
後
の
協
議
を

す
す
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
瀬
棚
区
に
救
急
車
配
備
の
継
続

に
つ
い
て
、
年
々
高
齢
化
が
進
む

地
区
に
あ
っ
て
、
救
急
車
の
配
備

は
命
綱
と
い
え
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
安
心
な
生
活
の
た

め
に
も
、
瀬
棚
区
に
救
急
車
の
全

日
配
備
を
要
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、
先
日
防
災
無
線
で
、
1

1
9
番
通
報
の
発
信
者
が
特
定
で

き
な
い
、
か
け
直
し
て
欲
し
い
」

と
の
放
送
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在

実
施
さ
れ
て
い
る
夜
間
・
休
日
等

に
消
防
指
令
車
が
先
行
す
る
場
合

に
、
不
安
が
あ
り
ま
す
。
家
屋
等

場
所
の
特
定
の
た
め
の
設
備
の
整

備
を
要
望
し
ま
す
。

回
答
／
総
務
課
・
消
防
署

　
瀬
棚
分
遣
所
へ
の
救
急
車
配
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
　
・
　

28

29

年
度
の
緩
和
措
置
期
間
を
終
え
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の

要
望
を
受
け
、
平
成
　
年
度
も
職

30

員
が
確
保
で
き
る
平
日
日
中
に
限

り
配
備
し
て
い
ま
す
。

　
先
日
の
「
１
１
９
番
通
報
」
の

件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
側

で
の
判
断
が
で
き
な
く
、
緊
急
の

通
報
か
、
大
規
模
停
電
の
シ
ス
テ

ム
エ
ラ
ー
な
の
か
判
断
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
町
民
へ
周
知
、
情

報
提
供
を
お
願
い
し
た
も
の
で

す
。
通
常
時
の
緊
急
通
報
等
は

「
住
所
、
氏
名
、
周
囲
の
目
標
物
」

な
ど
か
ら
地
図
検
索
装
置
に
よ
り

現
場
を
特
定
し
て
い
ま
す
。

●
昨
年
　
月
　
日
、
白
岩
漁
村
セ

12

16

ン
タ
ー
に
、
北
海
道
渡
島
総
合
振

興
局
函
館
建
設
管
理
部
、
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
水
工
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
そ
し
て
せ
た
な
町
担
当
者
に

来
て
い
た
だ
い
て
、「
狩
場
漁
港

（
吹
込
地
区
）静
穏
度
対
策
に
つ
い

て
」
の
報
告
と
協
議
を
行
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
写
真
と
グ
ラ
フ
で
丁
寧
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
説
明
が
あ

り
、「
既
設
突
堤
の
延
伸
５
ｍ
と

更
に
港
内
突
堤
　
ｍ
を
新
設
す
る

１０

対
策
」
を
了
承
し
ま
し
た
。

　
了
承
対
策
案
に
基
づ
き
早
期
の

着
工
を
要
望
し
ま
す
。

回
答
／
水
産
林
務
課

　
突
堤
の
延
伸
に
つ
い
て
は
、
平

成
　
年
度
か
ら
事
業
着
手
と
な
り

30
ま
す
。
計
画
で
は
、
平
成
　
年
度

30

に
実
施
設
計
・
構
造
設
計
を
行
い
、

現
場
工
事
に
つ
い
て
は
平
成
　
年
31

度
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
年
々
高
齢
化
が
進
む
地
区
に

あ
っ
て
、
救
急
車
の
配
備
は
命
綱

と
い
え
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
安
心
な
生
活
の
た

め
に
も
、
瀬
棚
区
に
救
急
車
の
夜

間
の
待
機
を
要
望
し
ま
す
。

回
答
／
総
務
課
・
消
防
署

　
現
在
の
消
防
体
制
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
「
せ
た

２３

な
町
消
防
庁
舎
建
設
等
検
討
審
議

会
」「
せ
た
な
町
議
会
ま
ち
づ
く
り

計
画
調
査
特
別
委
員
会
」
に
お
い

て
協
議
、
決
定
さ
れ
た
も
の
で

す
。
　
平
日
日
中
に
限
り
救
急
車
を
配

備
し
て
お
り
、
夜
間
、
休
日
等
の

要
請
に
は
消
防
指
令
車
が
先
行
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
救
急
隊

員
の
教
育
、
装
備
の
拡
充
を
図
り

消
防
指
令
車
で
の
先
行
出
動
に
万

全
を
期
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願

い
ま
す
。

●
吹
込
漁
港
荷
捌
地
の
舗
装
に
つ

い
て
昆
布
干
場
が
周
辺
に
無
い
た

め
国
道
歩
道
に
干
し
、
警
察
、
開

発
か
ら
注
意
を
受
け
て
い
る
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
荷
捌
地
の
舗
装
の
早
期
着
工
を

要
望
し
ま
す
。

回
答
／
水
産
林
務
課

　
荷
捌
地
の
舗
装
に
つ
い
て
は
毎

年
北
海
道
へ
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
荷
捌
所
の
一
部
は
突
堤
工
事
の

作
業
ヤ
ー
ド
と
し
て
の
利
用
も
考

え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
ヤ
ー
ド
と
し
て
使
用
し
な
い

部
分
の
舗
装
は
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
漁
業
者
か
ら
意
見
を
聞
い

た
う
え
で
、
檜
山
振
興
局
と
協
議

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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法
テ
ラ
ス

　
八
雲
通
信

新
生
活
を
迎
え
る
未
成
年
へ

法
テ
ラ
ス
 八
雲
法
律
事
務
所

弁
護
士
　
坪
井
　
清
隆
   

姿
４
月
か
ら
新
し
い
環
境
で
新
生

活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
未
成
年
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
成
人
年
齢
の
引

き
下
げ
が
巷
で
は
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
２
０
２
２
年
ま
で
は

　
歳
未
満
は
ま
だ
未
成
年
で
す
。

２０今
回
は
、
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
未
成
年
が
巻
き
込
ま
れ
が
ち

な
法
律
紛
争
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

姿
今
回
は
、
①
ネ
ッ
ト
で
偽
物
の

商
品
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
、
②

街
中
で
店
舗
に
連
れ
込
ま
れ
絵
画

を
買
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
③
新

し
く
借
り
た
お
家
が
雨
漏
り
す

る
、
等
の
ケ
ー
ス
を
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

姿
①
に
つ
い
て
は
、
購
入
時
に
詐

欺
や
錯
誤
が
あ
っ
た
な
ど
と
し
て

民
法
や
消
費
者
契
約
法
に
基
づ
き

契
約
を
な
か
っ
た
こ
と
に
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
費
用
対
効
果
の
関

係
で
泣
き
寝
入
り
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
や
は
り
購
入

時
に
注
意
を
す
る
と
い
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
②
に
つ
い
て
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
を
つ
か
え
る

場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
絵
画
の
価

格
が
あ
ま
り
に
高
額
で
あ
る
と
し

て
契
約
を
無
効
と
し
た
裁
判
例
が

あ
り
ま
す
。

姿
①
②
に
つ
い
て
は
、
何
よ
り
も

民
法
上
未
成
年
者
取
消
権
と
い
う

も
の
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
原

則
と
し
て
未
成
年
者
が
単
独
で
し

た
契
約
な
ど
は
、
理
由
を
問
わ
ず

取
り
消
す
こ
と
が
可
能
で
す
（
引

き
下
げ
で
一
部
の
方
に
つ
い
て
は

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
…
。）。

姿
初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
な
ど
を

す
る
場
合
は
、
賃
貸
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
に
は
巻
き
込
ま
れ
が
ち
で

す
。
法
律
家
と
し
て
で
は
な
く
私

個
人
の
意
見
で
す
が
、
初
め
て
賃

貸
を
す
る
と
き
は
、
内
見
に
い
っ

て
も
ど
こ
に
着
目
す
れ
ば
い
い
か

わ
か
ら
な
い
の
で
親
に
同
行
し
て

も
ら
う
と
か
、
友
達
と
行
く
の
が

お
勧
め
で
す
。
③
に
つ
い
て
、
法

律
上
は
、
お
家
に
住
む
た
め
に
必

要
な
修
繕
は
、
貸
主
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ

ま
で
の
修
繕
が
含
ま
れ
る
か
は
個

別
の
事
案
に
よ
り
契
約
の
際
に
民

法
と
は
異
な
る
約
束
を
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
契

約
書
の
説
明
は
き
ち
ん
と
聞
い
た

ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

姿
と
に
か
く
、
一
人
で
悩
ま
ず
身

近
な
人
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

姿
当
事
務
所
で
は
、
今
回
紹
介
し

た
各
制
度
や
手
続
に
関
す
る
相
談

を
は
じ
め
各
種
法
律
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
一
定
の
資
力
要

件
を
満
た
す
方
は
、
３
回
ま
で
無

料
の
法
律
相
談
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
少
し
で
も
気
に
な
る
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ぜ
ひ
「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事

務
所
（
殺
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐

８
３
６
６
）」
ま
で
相
談
予
約
の
お

電
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務

所
（
殺
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５

５
６
３
）」
で
も
、
ご
相
談
を
承
っ

て
お
り
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

第4４回

 片山 　 健司 
かたやま けんじ

まちづくり推進課

問 まちづくり推進課商工労働観光係

撮 0137-84-5111（内線123１）

　去る2月21日、平成30年度最後の「賞
味期限の設定について」の研修・相談会
を開催し成功裏の内に無事終了するこ
とが出来ました。
　振り返れば昨年4月時点での研修・相
談会企画は7月25日に開催した「効果的
な冷凍技術について」のみでしたが、道
南の中小企業庁北海道よろず支援拠点
の宮崎コディネーターと北海道立工業
技術支援センターの研究主幹・主査の皆
様や、せたな町役場の開催関連部署のご
協力によりそれに続く研修・相談会企画
「食品衛生について」や今回の「賞味期
限の設定について」、また番外だった演

習形式の「食品成分算出研修会」の開催も同
工業技術センターの大坪雅史研修主査のご
支援、ご厚情により実現することが出来ま
した。
　これらの研修・相談会は、せたな町やその
周辺の町の特産加工食品開発やより効率的
な食品加工技術による既存の特産加工品の
磨き上げを計画している食品加工業者の要
望に資することのみならず、昨今の食品衛
生法や食品表示法などの改正による食品加
工業者への対応の義務化等に関する疑問に
応えることを目的とした講演と相談の２つ
を主題として開催させていただきました。
　更に、昨年10月29日、30日には一昨年と
同様南極料理人西村淳ご夫妻をお招きし「解
凍技術」をテーマに料理教室を開催し実際の

料理教室の調理の場で南極料理人のチョッ
トした匠の解凍テクニックや通常難しいと
言われているほうれん草やキャベツの冷凍
テクニックなどの匠の技をご伝授いただき
ました。　
　今年度も引き続き食品加工の観点から、
有意義な「殺菌技術について」や「添加物に
ついて」をテーマとした研修・相談会を開催
しせたな町民や事業者の食品加工技術の知
見獲得に資する施策に１つ１つ丁寧に取り
組んで参りたいと考えております。皆様の
ご理解、ご協力、ご参加を宜しくお願い申し
上げます。
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Health

今月の担当

安藤　麗香です

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

最
後
に
が
ん
検
診
を
受
け
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

　
最
近
、
「
が
ん
は
万
が
一
で

は
な
く
、
２
分
の
１
」
な
ど
の

フ
レ
ー
ズ
を
耳
に
し
ま
す
が
、

高
齢
社
会
で
あ
る
現
在
は
２
人

に
１
人
が
生
涯
に
お
い
て
が
ん

に
か
か
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て

お
り
、
誰
で
も
可
能
性
の
あ
る

病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
せ
た
な
町
で
は
男
女
と
も
に

喫
煙
率
が
高
く
、
肺
が
ん
の
死

亡
者
数
の
割
合
も
高
い
現
状
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回

は
肺
が
ん
検
診
の
お
話
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

酸
肺
が
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
呼
吸
を
す
る
際
に
、
空
気
の

通
り
道
で
あ
る
気
管
支
や
肺
の

細
胞
が
が
ん
化
し
て
起
こ
る
病

気
で
す
。
長
引
く
咳
や
痰
、
血

の
混
じ
っ
た
痰
、
熱
が
出
る
、

胸
の
痛
み
な
ど
を
き
っ
か
け
に

見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
他
の
病
気
と
見
分
け
る
の

は
な
か
な
か
難
し
い
の
が
現
状

で
、
肺
が
ん
の
種
類
に
よ
っ
て

は
初
期
に
症
状
が
出
に
く
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
定
期
的
に
肺
が

ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。

酸
肺
が
ん
に
な
る
原
因
は
？

　
最
大
の
原
因
は
「
た
ば
こ
」

で
す
。
た
ば
こ
の
煙
に
は
２
０

０
種
類
以
上
の
発
が
ん
性
有
害

物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
細
胞
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
傷
つ
け
て

が
ん
が
発
生
す
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
す
。

　
た
ば
こ
を
吸
う
人
は
吸
わ
な

い
人
よ
り
男
性
は
4
.
8
倍
、

女
性
は
3
.
9
倍
に
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
、　

歳
未
満
で
吸
い

20

始
め
た
人
は
約
6
倍
の
肺
が
ん

リ
ス
ク
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
他
人
の
た
ば

こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
受
動
喫

煙
も
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
肺

が
ん
の
リ
ス
ク
が
1
.
2
倍
～

2
倍
も
高
く
な
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
特
に
害
を
受

け
や
す
い
子
ど
も
の
前
で
吸
う

の
は
と
て
も
危
険
で
す
。

酸
肺
が
ん
検
診
っ
て
何
を
す
る

の
？

　
肺
が
ん
検
診
は
胸
部
Ｘ
線
検

査
（
い
わ
ゆ
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

と
な
り
ま
す
。
男
女
と
も
に
　40

歳
以
上
の
方
は
年
に
1
回
受
け

る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
で
喀
痰
細
胞

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
平
成
　
年
度
は
7
4
5
人

30

の
方
が
、
町
の
肺
が
ん
検
診
を

受
け
て
い
ま
す
。

【
胸
部
Ｘ
線
検
査
】

　
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
2
人
の

呼
吸
器
の
専
門
医
が
読
影
を
し

ま
す
。
こ
の
検
査
は
肺
の
奥
の

細
い
気
管
支
や
肺
の
細
胞
に
で

き
る
が
ん
（
肺
野
型
肺
が
ん
）

を
見
つ
け
る
の
に
適
し
て
い
ま

す
。

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
～
①
肺
が
ん
検
診
編
～
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【
喀
痰
細
胞
診
】

　
太
い
気
管
支
に
出
来
て
い
る

が
ん
が
痰
に
混
じ
る
の
を
調
べ

る
検
査
で
起
床
後
に
3
日
間
、

痰
を
容
器
に
入
れ
る
だ
け
の
簡

単
な
検
査
で
す
。
た
ば
こ
を
吸

う
人
は
、
肺
の
入
り
口
（
中
心

部
）
の
が
ん
（
肺
門
型
肺
が
ん
）

も
多
く
な
る
た
め
、
喀
痰
細
胞

診
も
一
緒
に
受
け
る
こ
と
で
が

ん
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

　
　
歳
以
上
で
喫
煙
指
数
が
6

50
0
0
以
上
の
人
や
　
歳
以
下
で

50

も
6
か
月
以
内
に
血
の
混
じ
っ

た
痰
が
出
た
こ
と
が
あ
る
人
に

オ
ス
ス
メ
し
て
い
ま
す
。

酸
肺
が
ん
検
診
の
ご
案
内

　
せ
た
な
町
で
は
、
肺
が
ん
検

診
（
胸
部
Ｘ
線
検
査
）
を
3
0

0
円
、
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
喀

痰
細
胞
診
（
社
保
1
0
0
0
円
、

そ
れ
以
外
の
方
3
0
0
円
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
町
の
が
ん
検
診
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

暫せたな町健康センター 殺０１３７－８４－５９８４
暫瀬棚総合支所 殺０１３７－８７－３３１１
暫大成総合支所 殺０１３９８－4－５５１１

健診申込・健康相談などは

各保健師まで

たばこを吸う人は

　「肺がんリスクをはかる目安～喫煙指数」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を計算をしてみよう
　喫煙歴が長く、たばこの本数が増えるほど肺がんのリスクは高くなります。
　喫煙習慣による肺がんのリスクをはかる目安の「喫煙指数」を計算してみましょう。

【計算式】
　1日あたりの平均喫煙本数　×　喫煙年数　＝　喫煙指数

【計算結果】
　400以上　肺がんが発生しやすい群
　600以上　肺がん高度危険群
　1,200以上　肺がんだけではなく、喉頭がん等の危険性も
　　　　 　高くなる群
　　　　　　
　　（例）　1日20本を30年吸っている＝喫煙指数600

酸北檜山区
会場項目日月

健康センター

乳・子宮がん検診7醤

特定健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、
肝炎ウィルス検査等総合健診

13上
4
14醤

頭の検診

3鉦

6

4鍾
5鐘
10鉦
11鍾
12鐘

【農協ミニドック】
特定健診、胃・肺・大腸・前立腺
がん検診、肝炎ウィルス検査、エ
キノコックス症検査等総合健診

16鍾

7
17鐘

若松イエローパレス
18障
19鞘

健康センター乳・子宮がん検診26醤10
若松イエローパレス

特定健診、胃・肺・大腸・前立腺
がん検診、肝炎ウィルス検査、エ
キノコックス症検査等総合健診

23上
11

丹羽水仙パレス24醤

健康センター
25上
1
26醤

酸瀬棚区
会場項目日月

保健センター

頭の検診
6障

6 7鞘
8上

特定健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、
肝炎ウィルス検査等総合健診

27上
7
28醤

乳・子宮がん検診6醤10

特定健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、
肝炎ウィルス検査等総合健診

24鞘1

酸大成区
会場項目日月

長磯生活改善センター特定健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、
肝炎ウィルス検査等総合健診

26上
4

町民センター

27醤

頭の検診
31鞘5
1上6

特定健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、
肝炎ウィルス検査等総合健診

14上9

乳・子宮がん検診27醤10

特定健診伝言板

※住んでいる区以外の場所でも受診可能ですので、お気軽に保健師までお問い合わせください。
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『そらのレストラン』フードアドバイザー

            「塚田宏幸シェフによる料理教室」開催
　３月９日（土）、せたな町民ふれあいプ
ラザにおいて「塚田宏幸シェフによる料
理教室」が行われました。
　この料理教室は、札幌市の「brasserie 
coron with LECREUSET」メインシェフであ
り、せたな町を舞台に撮影された映画「そ
らのレストラン」のフードアドバイザー
を務めた塚田宏幸氏を招いて町が主催し
たもので、当日会場には２６人が集まりま
した。
　料理教室では塚田シェフの指導のも
と、せたな町の食材を使った料理と題し
てトマトとタコを使った美味しいパスタ
の作り方をそれぞれ学び、食材や郷土料
理の文化にも触れながら、終始和やかな
雰囲気のなか参加者は料理を完成させて
いました。

３月９日(土)

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

　２月２１日（木）、せたな町民ふれあいプラザにお
いて「賞味期限の設定について」の研修会が行わ
れました。
　この研修会は、昨年１２月に開催された「食品衛生
について」の研修会の流れから、食品衛生や食の安
全に関わる特産加工品開発業者のみならず、一般
消費者にとっても身近な食品表示である「賞味期
限の設定」をテーマに町が主催したもので、「効率
的な冷凍技術について」「食品衛生について」の研
修会に続いて３回目の開催となります。
　今回の研修会は北海道立工業技術センター研究
主査　鳥海滋氏、中小企業庁北海道よろず支援拠
点コーディネーター　宮崎俊一氏を招いて行わ
れ、町内外の法人・団体や個人事業者など１７人が集
まり、賞味期限の設定について学びました。
　また、研修会後に行われた相談会では参加者が
日頃から抱えている疑問などが積極的に提示さ
れ、多くの意見交換も行われました。　

身近な食品表示を学ぶ「賞味期限の設定について」研修会 ２月21日(木)

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

せたな町の未来を町長と語る「せたな未来子どもプロジェクト発表会」 ２月26日(火)
　２月２６日（火）、瀬棚小学校にて、６年生児童に
よる「せたな未来子どもプロジェクト発表会」が
行われました。
　この発表会は、総合的な学習の時間の一環とし
て取り組まれており、今年度の発表会では、「若者
がやりたいと思える魅力的な産業を中心としたま
ちづくり」、「自然を生かしたまちづくり」、「人口
を増やして活気あるまちづくり」、「せたな町をよ
り住みやすくするために」「観光客を増やす」の５
つのグループテーマに分かれ、子ども達の考えた
まちづくりの方法などが発表されました。
　また、発表の後には積極的な質問など、活発な
発言で子ども達同士での意見交換も図られていま
した。発表会の最後に高橋町長は「今後のまちづ
くりの参考にしたい、これからも色々な提案をし
ていただきたい」と、子ども達を激励しました。
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　２月１９日（火）、せたな町高齢者セン
ターにおいて「平成３０年度せたな町自衛
隊入隊予定者激励会（主催：せたな町・
せたな町自衛隊家族会）」が開催されま
した。
　この激励会は、春からの入隊予定者
を激励するために開催されたもので、
入隊予定者の保護者のほか高橋町長、
小林檜山振興局長、自衛隊函館地方協
力本部の小幡本部長ら関係者が出席し
ました。会では、小幡本部長から、入隊
予定者の池田健太さん(瀬棚区)へ激励と
お祝いの言葉をいただくなど、出席し
た家族や関係者らで激励しました。

2月19日(火)「平成３０年度せたな町自衛隊入隊予定者激励会」開催
襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

2月25日(月)

2月20日(水)
　２月２０日（水）、せたな町民ふれあ
いプラザにおいて「平成３０年度高齢
者大学修了式」が行われました。
　今年度の修了生は３区で86人（北
檜山いきがい学園42人／瀬棚寿大学
15人／大成くおん大学29人）で、修
了生を代表して須摩シンさん（瀬棚
寿大学）へ修了証書が授与されまし
た。
　また、一度も欠席することなく参
加した久保眞智子さん（大成くおん
大学）には皆勤賞も授与されました。
　引き続き行われた記念公演では、
パントマイマーとして活躍する中村
太一さんのバルーンパフォーマンス
が披露され、修了生の皆さんは声援
や拍手を送りながら楽しみました。

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

平成30年度北海道社会貢献賞(海難救助功労者)表彰を伝達
　２月２５日（月）、せたな町役場において、
平成30年度北海道社会貢献賞(海難救助功
労者)表彰伝達式が行われました。
　今年度受賞者は浜高富夫さん、能代朝男
さん、奈良征治さん、古畑和弘さん、田村
繁さん（いずれも瀬棚区在住）の５人で、
長年にわたり、救難所員として沿岸海域の
安全のために永年尽力された功績が評価
され、北海道から表彰されました。

「平成30年度せたな町高齢者大学修了式」開催

能代朝能代朝男男さんさん奈良征奈良征治治さんさん
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申込締切受講料定員時間日程募集種目

各実施日の前日まで各2,000円20名13：00～15：004/3、4/17フラダンス教室

4月12日（金）6,000円10名18：30～20：304/23～26パソコン初心者講座

人材開発センター４月実施事業のご案内

問い合わせ先

　一般社団法人　檜山地域人材開発センター運営協会

　殺0139-52---------------------000000000000000000000111111111111111111111666666666666666666666000000000000000000000-0160

【住民講座受講のご案内】

2019年度

財務専門官採用試験

問 財務省北海道財務局人事課人事係

　　　　　　　　　撮 011-709-2311（内線4252）

酸1989年4月2日～1998年4月1日生まれの者
酸1998年4月2日以降生まれの者で次に掲
げる者
　①大学を卒業したもの及び2020年3月ま
でに大学を卒業する見込みの者

　②短大または高専を卒業した者及び2020
年3月までに短大または高専を卒業見
込みの者

受験資格

酸2019年３月29日鞘９時～
　４月10日鐘【受信有効】まで

受付期間

酸申し込みはインターネットにより　
　行ってください
【申し込み専用アドレス】
　 http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

受験申し
込み方法

酸2019年6月9日醤1次試験

2019年度

北海道警察官採用試験案内

問 北海道警察採用案内専用フリーダイヤル
　　 　　　　　　　　　　 撮0120-860-314
　　せたな警察署　　　　撮0120-860-314

酸A区分
　学校教育法による大学(短期大学を除
　く。)等を卒業した者
  （2020年3月末までに卒業見込みの者を含む。）
酸B区分
　A区分以外の者（学校教育法による高
　等学校に在学中の者を除く。）
 ※年齢はいずれも平成62年4月2日から
　 平成14年4月1日までに生まれた者

試験区分
受験資格

酸2019年3月1日鞘から同年4月12日鞘まで
（電子申請による場合は4月12日鞘17時30分まで）

受付期間

詳しい受験資格、試験地、申込方法、試
験内容等は以下へお問い合わせください。

受験申し
込み方法

酸2019年5月18日上
　A、B区分とも第１次試験日に教養試験、
　論文　試験、適性検査を実施する。

1次試験

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報
館館

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

っ
て
み
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
ううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
う
！
ととととととととととととととととととととととととととととと
ななななななななななななななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

と
な
り
まままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
ち
～

長
万
部
町
                                         

長
万
部
公
園
バ
ン
ガ
ロ
ー
予
約
開
始

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
長
万
部
公
園
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
予

約
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
Ｇ
Ｗ
や
夏
休
み
期
間
な
ど

は
、
利
用
者
が
集
中
す
る
の
で
ご
予
約
は
お
早
め
に
。

■
料
金
／
バ
ン
ガ
ロ
ー
１
棟
１
泊
５
０
０
０
円
※
バ
ン

ガ
ロ
ー
１
棟
で
、
大
人
５
～
７
名
程
度
が
利
用
（
宿

泊
）
可
能
で
す
。
問
長
万
部
町
役
場
建
設
課
建
築
公

園
係
 殺
0
1
3
7
7
・
2
・
2
4
5
6

八
雲
町
                                           

企
画
展
『
根
本
土
龍
』（
仮
）

戦
前
に
あ
っ
た
八
雲
農
民
美
術
研
究
会
に
入
り
、
木
彫

り
熊
を
制
作
し
て
い
た
根
本
勲
（
号
・
俺
、
土
龍
）。
八

雲
の
柴
崎
重
行
と
交
流
し
、
そ
の
作
風
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
木
彫
り
熊
だ
け
で
は
な
い
様
々
な
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
■
場
所
／
八
雲
町
木
彫
り
熊
資
料

館
■
日
時
／
4
月
　
日
（
土
）
～
8
月
4
日
（
日
）
9

27

時
～
　
時
　
分
※
月
曜
休
館
。
期
間
中
の
祝
日
は
開

16

30

館
。
■
入
館
料
／
無
料
問
八
雲
町
木
彫
り
熊
資
料
館

殺
0
1
3
7
・
6
3
・
3
1
3
1

八
雲
町
熊
石
地
域
　
                          

熊
石
青
少
年
旅
行
村

4
月
　
日
（
土
）
オ
ー
プ
ン
予
定

27

平
田
内
川
沿
い
に
広
が
る
キ
ャ
ン
プ
場
「
熊
石
青
少
年

旅
行
村
」。 
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
・
キ
ノ
コ
ロ
グ
は
子
ど
も
に

大
人
気
。 
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
近
く
に

は
森
林
浴
を
楽
し
め
る
わ
ん
ぱ
く
の
森
や
川
遊
び
の
で

き
る
ち
ゃ
ぷ
ち
ゃ
ぷ
公
園
も
あ
り
、
大
自
然
を
満
喫
で

き
ま
す
。
■
入
村
料
（
１
人
１
日
）
／
小
・
中
学
生
２

０
０
円
、
高
校
生
以
上
４
１
０
円
 問
旅
行
村
管
理
棟
殺

0
1
3
9
8
・
2
・
3
7
1
6

今
金
町
                                           

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

春
か
ら
の
営
業
お
知
ら
せ
　

３
月
　
日
（
日
）
迄
の
ピ
リ
カ
ス
キ
ー
場
営
業
終
了
後

２４

も
館
内
レ
ス
ト
ラ
ン
R
e
r
a
は
日
帰
り
利
用
の
営
業
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
■
営
業
時
間
／
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

【
平
日
】　
時
　
分
～
　
時
【
土
日
祝
】　
時
　
分
～
　

11

30

14

11

30

16

時
※
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
は
終
了
　
分
前
■
団
体
会
食
／

30

日
中
　
時
　
分
～
　
時
、
夜
間
　
時
～
　
時
、
お
一
人

11

30

16

18

20
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船舶海難発生状況及び事故防止について

・春先の時期はまだまだ海上荒天の日が多く、事故
　が発生しやすい時期となっていますので、最新の
　気象情報、海上模様を確認し、出港前には船体及
　びエンジンの点検を行い、出港後は、常時適切な
　見張りを実施しましょう。
・平成３０年２月１日以降、小型船舶船室外の甲板上
　すべての乗船者には国の技術基準に適合したライ
　フジャケット（桜マークの有る物）の着用が義務
　化されています。
　ライフジャケットの着用前に不具合がないか点検
　したうえで、正しく着用することを心がけましょう。

　継続的に介護を行うためには、経済的な負担がか
かります。また、介護が終了した後の生活を視野に
入れて考えても、経済的基盤は重要です。
介護に直面しても、すぐに退職することなく、仕事
と介護を両立するための制度を活用して、介護をし
ながら仕事を続けましょう。

【厚生労働省ホームページ】
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0
000112622.html）では、介護保険制度や介護休業制度
等について情報提供を行っていますので、確認の
上、会社の人事労務担当者に相談してみましょう。

問 北海道労働局雇用環境・均等部指導課
　　 　　　　　　　　　　　　 撮0120-860-314

介護をしながら働く皆さん、仕事と介護の両立支援制度を活用しましょう！

繋 漁船
罫 プレジャーボート
茎その他（貨物船など）

船 種

繋 衝突
罫 機関故障　
茎 推進器障害
茎 浸水

海難種類

ﾌﾌ゚゚ﾚﾚｼｼ゙゙ｬｬーーﾎﾎ゙゙ｰーﾄﾄ

22３３隻隻

漁漁船船

４４５５隻隻

そそのの他他

２２７７隻隻

平成３０年船舶海難び隻数（北海道）

問 瀬棚海上保安署　撮（0137）87－2634

●上記は、平成３０年に第一管区海上保安本部管
　内において発生した船舶事故の発生状況です。

自己救命の３つのポイント
　①ライフジャケットの常時着用
　②連絡手段の確保（防水型携帯電話等）
　③海のもしもは１１８番

厚生労働省　介護離職ゼロ　で検索!!

様
2
0
0
0
円
～
、　

名
様
よ
り
無
料
送
迎
あ
り
。

10

（
温
泉
入
浴
付
）
※
宴
会
時
間
は
開
始
よ
り
２
時
間
。
お

一
人
様
＋
1
8
0
0
円
で
２
時
間
飲
み
放
題
付
。
温
泉

は
宴
会
日
の
み
の
利
用
。
■
宿
泊
料
金
／
（
1
泊
2
食

付
税
込
）
大
人
8
8
0
0
円
、
小
学
生
6
1
6
0
円
、

幼
児
4
4
0
0
円
よ
り
※
今
金
町
民
同
伴
の
場
合
、
グ

ル
ー
プ
全
員
1
5
0
0
円
割
引
■
日
帰
り
温
泉
／
大
人

5
0
0
円
、
小
学
生
2
0
0
円
、
幼
児
無
料
、
営
業
時

間
　
時
～
　
時
■
休
館
日
／
４
月
１
日
～
５
日
問
ク

12

22

ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
殺
0
1
3
7
・
8
3
・
7
1
1
1

せ
た
な
町
北
檜
山
区
           　
    　
    

４
月
６
日
（
土
）
オ
ー
プ
ン
予
定

『
北
檜
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
』

全
道
屈
指
の
広
さ
を
誇
る
北
檜
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
・

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
、
４
月
６
日（
土
）オ
ー
プ
ン
予
定
。

１
０
０
ｍ
を
超
え
る
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
も
多
数
整
備
さ

れ
、
そ
の
中
に
は
日
本
一
と
も
言
わ
れ
る
ロ
ン
グ
ホ
ー

ル
も
。
■
使
用
料
／
１
ラ
ウ
ン
ド
（
高
校
生
以
上
３
０

０
円
、
中
学
生
以
下
・
７
０
歳
以
上
１
０
０
円
）
用
具

一
式
貸
出
１
ラ
ウ
ン
ド
２
０
０
円
■
場
所
／
せ
た
な
町

北
檜
山
区
豊
岡
問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
殺
0
1
3
7
・

5
4
・
5
1
1
1
／
北
檜
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
殺
0
1

3
7
・
8
6
・
0
5
3
0

せ
た
な
町
瀬
棚
区
                             

ご
予
約
受
付
中
で
す

『
せ
た
な
青
少
年
旅
行
村
』

せ
た
な
青
少
年
旅
行
村
が
４
月
下
旬
よ
り
オ
ー
プ
ン
。

毎
年
た
く
さ
ん
の
ご
予
約
を
頂
く
ケ
ビ
ン
は
、
キ
ッ
チ

ン
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
水
洗
ト
イ
レ
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、

暖
房
器
具
な
ど
の
設
備
に
加
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
棟
も

お
目
見
え
し
て
ま
す
ま
す
充
実
。
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
持
込

テ
ン
ト
サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す
。
■
場
所
／
せ
た
な
町
瀬

棚
区
西
大
里
問
瀬
棚
総
合
支
所
殺
0
1
3
7
・
8
7
・

3
3
1
1

せ
た
な
町
大
成
区
                             

４
月
オ
ー
プ
ン
予
定

秘
湯
『
湯
と
ぴ
あ
臼
別
』

周
囲
を
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
臼
別
渓
谷
に
あ
る

秘
湯
「
湯
と
ぴ
あ
臼
別
」
は
地
元
湯
治
客
や
観
光
客
に

大
人
気
。
お
湯
は
天
然
硫
酸
塩
泉
で
無
色
透
明
、
湯
温

は
約
　
度
あ
り
、
慢
性
皮
膚
病
や
神
経
痛
に
効
果
が
あ

５３

り
ま
す
。
※
雪
解
け
後
の
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
い
時
期
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
■
場
所
／
せ
た
な
町
大
成
区
平
浜
（
宮
野
国
道
沿

い
に
看
板
あ
り
）
■
入
浴
料
／
清
掃
協
力
金
と
し
て
１

０
０
円
納
入
願
い
ま
す
。
問
大
成
総
合
支
所
殺
0
1

3
9
8
・
4
・
5
5
1
1
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ご
相
談
く
だ
さ
い
　
　
　
        

司
法
書
士
に
よ
る
無
料

相
談
の
お
知
ら
せ

　
相
続
・
贈
与
・
売
買
・
会
社
設

立
・
債
務
整
理
・
成
年
後
見
な
ど

心
配
ご
と
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。（
相
談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

　
４
月
　
日
鐘
　
時
～
　
時

１０

１０

１２

●
予
約
締
切

　
４
月
８
日
鉦
 ※
先
着
４
名
ま
で

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

●
担
当
相
談
員

　
司
法
書
士
　
森
　
奈
津
美

問
 役
場
総
務
課
総
務
係

　
殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

ご
相
談
く
だ
さ
い
　
　
　
        

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　
函
館
弁
護
士
会
で
は
、
せ
た
な

町
で
月
１
回
法
律
相
談
所
を
開
設

し
て
お
り
ま
す
。

　
金
銭
関
係
や
不
動
産
関
係
、
家

事
関
係
な
ど
法
律
上
の
問
題
で
お

困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
な
お
、
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

予
約
制
・
先
着
順
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
函
館
弁
護
士

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
相

談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時
（
４
月
～
６
月
分
）

　
▽
４
月
　
日
鞘
�

１２

　
▽
５
月
　
日
鞘

１０

　
▽
６
月
　
日
鞘

１４

●
実
施
時
間
／
　
時
～
　
時

13

16

●
相
談
件
数
／
6
件

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

問
 函
館
弁
護
士
会

殺
0
1
3
8
・
4
1
・
0
2
3
2

ご
案
内
し
ま
す
　
　
　
　
        

心
の
健
康
相
談
の
実
施

に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
北
海
道
八
雲
保
健

３１

所
精
神
保
健
専
門
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
心
の
健
康
相
談
を
ご
希
望

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
全
て
事
前
の
申
し
込

み
（
実
施
日
の
前
の
週
の
金
曜
日

ま
で
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
日
時
／
４
月
　
日
障
 

１１

　
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

13

30

１５

30

●
場
所
／
八
雲
地
域
保
健
室

問
 八
雲
保
健
所
保
健
係

　
殺
0
1
3
7
・
６
３
・
２
１
６
８

ご
案
内
し
ま
す
　
　
　
　
        

平
成
　
年
度
保
険
料
率

３１

改
定
の
お
知
ら
せ

　
平
成
　
年
３
月
分
（
４
月
納
付

３１

分
）
か
ら
健
康
保
険
料
率
は
1
0
・

3
1
％
（
プ
ラ
ス
0
・
0
6
ポ
イ

ン
ト
）、
介
護
保
険
料
率
は
1
・
7

3
％
（
プ
ラ
ス
0
・
1
6
ポ
イ
ン

ト
）
と
な
り
ま
す
。
健
康
保
険
及

び
介
護
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
に

関
し
ま
し
て
、
何
卒
ご
理
解
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
　
年
度
協
会
け
ん

３１

ぽ
の
健
診
の
ご
案
内

　
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で

は
、
年
度
内
に
1
回
加
入
者
の
皆

様
の
健
診
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。　

～
　
歳
の
被
保
険

３５

７４

者
（
ご
本
人
）
さ
ま
へ
は
、
が
ん

健
診
を
含
め
た
充
実
し
た
健
診
項

目
の
「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」

を
、　
～
　
歳
の
被
扶
養
者（
ご
家

４０

７４

族
）
さ
ま
へ
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
「
特
定

健
康
診
査
」
と
二
つ
の
健
診
を
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
年
に

1
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
 全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

　
殺
0
1
1
・
７
２
６
・
０
３
５
２

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
　
　
         

函
館
裁
判
所
出
張
手
続

案
内
の
お
知
ら
せ

　
函
館
裁
判
所
か
ら
職
員
が
出
張

し
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

出
張
手
続
案
内
を
行
い
ま
す
。

（
相
談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

・
４
月
　
日
障
　
時
～
　
時

１８

１３

16

●
場
所
／
瀬
棚
総
合
福
祉
セ
ン
　

　
　
　
　
タ
ー
や
す
ら
ぎ
館

●
予
約
方
法

・
４
月
　
日
障
ま
で
に
函
館
地
方

１１

裁
判
所
事
務
局
総
務
課
長
ま
で

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
 函
館
地
方
裁
判
所

　
殺
0
1
3
8
・
3
8
・
2
3
7
2

ご
案
内
し
ま
す
　
　
　
　
        

『
仕
事
休
も
っ
か
計
画
』

始
動
の
ご
案
内

○
労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
平

（有料広告）

酸酸軽自動車軽自動車税税 
納期限は

５月７日醸です
忘れずに納めましょう

納税通知書は
４月上旬に発送予定と
なっております

忘れないで納期限
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人口と世帯

2月末現在（前月比）

 （－２１）7,939人人 口
 （－９）4,638人北檜山区
 （－９）1,469人大成区
 （－３）1,8３2人瀬棚区

 （－１０）3,74５人男

 （－１１）4,194人女

 （－１２）4,２11世帯世 帯

戸籍の窓口
（2月1日～2月28日届出）

　
成
　
年
4
月
よ
り
、
使
用
者
は
、

31

　
法
定
の
年
次
有
給
休
暇
日
数
が

　
　
日
以
上
の
全
て
の
労
働
者
に

10
　
対
し
、
毎
年
5
日
間
、
年
次
有

　
給
休
暇
を
確
実
に
取
得
さ
せ
る

　
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

○
年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与

　
制
度
の
導
入
、
取
得
を
推
進
し

　
ま
し
ょ
う
。

【
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
掲
載
箇
所
】

▼
厚
生
労
働
省
H
P

▼
北
海
道
労
働
局
H
P

善
意
に
感
謝
し
ま
す
　
　
　
　
 

●
産
業
振
興
の
た
め

（
産
業
振
興
基
金
へ
）　

金
一
封

・
大
原
　
キ
ミ
　
様

（
北
檜
山
区
愛
知
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
　
　
　
 

※
１
月
１
日
か
ら
１
月
　
日
受
付
分

３１

 合
計
３
５
５
件

４
，
２
５
５
千
円

※
２
月
１
日
か
ら
２
月
　
日
受
付
分

２８

 合
計
５
０
６
件

６
，１
３
５
千
円

お誕生おめでとう 　　　　

○池田　 季平 くん  （侑平）北檜山
きっぺい

○成田　 光環 ちゃん （真梨）北檜山
み わ

おくやみ申し上げます 　　
○森　キヨヱさん    (94歳）兜　野

○森　まゆみさん    (57歳）愛　知

○小川　順二さん    (69歳）豊　岡

○ 田　　豊さん    (93歳）豊　岡

○斉木　ときさん    (85歳）愛　知

○牧野　幹雄さん    (91歳）愛　知

○佐藤　トキさん    (95歳）小倉山

○江上　久子さん    (85歳）北檜山

○三上　充一さん    (82歳）北檜山

○小川　ハマさん    (97歳）本町3区

○福士　圭二さん    (59歳）三本杉

○中澤　末子さん    (80歳）　  都

○稲舩キミヱさん    (73歳）花　歌

○猪股　タサさん    (９7歳）宮　野

ご家族の同意を得た方のみ掲載しています。

 戸籍年金係からのお知らせ 　　　　                      　　

　 国民年金に関するお問い合わせ先  函館年金事務所 殺 ０１３８-５６-１１６5
　斬本庁指町民児童課戸籍年金係　  殺 0137-84-5111
　斬瀬棚総合支所指住民係　　　　  殺 0137-87-3311
　斬大成総合支所指住民係　　　　  殺 01398-4-5511

４月16日鍾 大成総合支所
◎移動町長室は9:00から開設し、終了時刻は午後以降の町長のスケ
ジュールで流動的となります。
◎当日は区内を巡回して不在のこともありますので、御用の際は事
前に予定をお問い合わせください。
◎公務の都合上、急に日程を変更する場合がありますのでご理解願
います。

　国民年金は、日本国内に住所がある２０歳以上６０歳未満の方すべての方に、加
入が義務付けられています。国民年金の加入種別は、次の３種類に分かれてお
り、届出は加入時だけでなく、種別が変わった時にも必要です。
　届出を忘れると、将来受け取る老齢基礎年金額が少なくなったり、受けられ
なくなる場合があります。また、不慮の事故や病気で障害が残り、万一亡くな
られた時には、障害基礎年金や遺族基礎年金が支給されなくなるおそれがあ
ります。
　手続きは、年金手帳を添えて、その都度忘れずに行いましょう。

酸国民年金の加入種別
　暫第１号被保険者
　　自営業や農業・漁業の方とその配偶者、２０歳以上の学生、フリータ一の方
　　等が対象になり、加入や種別変更の手続きは、役場の国民年金担当窓口で
　　行います。
　暫第２号被保険者
　　会社や官公庁に勤めている方など、厚生年金や共済組合に加入している
　　方が対象になります。
　暫第３号被保険者
　　国民年金の第２号被保険者に扶養されている２０歳以上60歳未満の配偶者
　　の方が対象となり、届出は、配偶者の勤務先を通じて行います。

酸種別変更となるケース
　暫第１号被保険者となるケース【役場で手続き】
　　第２号被保険者が退職し、しばらく次の会社等に入らない場合、第１号被
　　保険者となります。また、その方に扶養されていた第３号被保険者がいる
　　場合、その方も第１号被保険者になります。
　暫第２号被保険者になるケース【勤務先で手続き】
　　第１号被保険者又は第３号被保険者が就職して厚生年金等に加入すると
　　第２号被保険者になります。
　暫第３号被保険者になるケース【配偶者の勤務先で手続き】
　　会社等を退職し、厚生年金等に加入されている方の被扶養配偶者となる
　　方が第３号被保険者になります。
　　ただし、配偶者が６５歳に到達し老齢基礎年金の受給資格を満たすときは、
　　配偶者が６５歳に到達した日において、第３号被保険者ではなくなるので、
　　役場で第１号への加入手続きが必要です。

国民年金の届出・手続きを必ず行いましょう

函館年金事務所による年金相談 （完全予約制：先着８名）
日時：４月２５日障１０：３０～１５：３０／場所：せたな町役場



■
編
集
・
発
行
　
せ
た
な
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
広
報
統
計
係

〒
０４９
  -  ４

5
9２
　
久
遠
郡
せ
た
な
町
北
檜
山
区
徳
島
6
3
番
地
1

参
０１３７

 - ８４
 - 5
1１１
／
思
０１３７

 - ８４
 - 4
6
5
7

広報
せ
た
な
　
2
0１９
・
４
  N
o.１
6
4

セターナちゃん

せたな町公式
マスコットキャラクター

広報せたなは電子書籍としてもご覧いただけます。
Hokkaidoebooksのサイトへアクセスし、
インターネット、スマートフォンでご覧ください。

編
  集
  後
  記

酸
例
年
に
な
い
暖
冬
で
雪
も
少

な
く
、
日
増
し
に
暖
か
さ
を
感

じ
な
が
ら
春
の
目
前
を
迎
え
て

い
ま
す
。
早
い
も
の
で
今
月
号

が
平
成
　
年
度
最
後
の
広
報
紙

30

と
な
り
ま
す
。
▼
塚
田
シ
ェ
フ

の
料
理
教
室
で
は
、
普
段
か
ら

家
庭
で
料
理
を
さ
れ
て
い
る
主

婦
の
皆
さ
ん
に
も
、
せ
た
な
の

食
材
や
郷
土
料
理
の
文
化
に
驚

き
や
発
見
が
あ
り
、
楽
し
み
な

が
ら
料
理
を
完
成
さ
せ
て
い
ま

し
た
。
私
も
撮
影
し
な
が
ら

シ
ェ
フ
の
説
明
に
聞
き
入
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
お
す
そ
分
け

で
頂
い
た
ト
マ
ト
の
パ
ス
タ
は
、

チ
ー
ズ
の
隠
し
味
が
ま
ろ
や
か

で
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

【清
水
】

酸
今
月
号
は
、
新
せ
た
な
町
立

国
保
病
院
改
革
プ
ラ
ン
実
施
状

況
に
関
す
る
評
価
の
公
表
や
、

昨
年
　
月
に
実
施
し
た
、
地
区

11

懇
談
会
の
内
容
を
掲
載
し
ま
し

た
。
文
字
が
多
く
少
し
読
み
づ

ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ぜ

ひ
一
読
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
▼
4
月
後
半
か
ら

5
月
上
旬
の
超
大
型
連
休
の
公

共
施
設
業
務
日
程
を
編
集
し
て

い
て
、
あ
と
1
か
月
ほ
ど
で
平

成
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
が
、
次
の
年
号
が

何
に
な
る
か
楽
し
み
に
な
り
し

た
。
▼
先
月
、
急
性
虫
垂
炎
で

入
院
し
て
し
ま
い
広
報
3
月
号

の
編
集
作
業
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
部
下
の
頑
張
り
が
あ

り
、
な
ん
と
か
発
行
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
【伊
藤
】

広報見聞録  
　　中学3年生の皆さん卒業おめでとうございます

 　　町内の各中学校で卒業式が開催
Koho - kenbunroku

北檜山中学校

大成中学校

瀬棚中学校


